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セットアップ リファレンス
2007 Office system の Setup コマンド オプション

すべて表示


すべて非表示

2007 Microsoft Office system では、Setup.exe コマンドを実行する必要はほとんどありませんが、通常のインストールで変更できる項目はすべて、コマンド ラインでも変更できます。また、コマンド ラインの代わりに Office カスタマイズ ツール (2007 Office リリース のインストールをカスタマイズするための管理者用セットアップ ツール) を使用して、セットアップ プロパティの設定と、その他のカスタマイズを実行できます。変更する項目が少ない場合、またはインストールの直前に変更する場合は、対象製品の Config.xml ファイルを直接編集することもできます。
2007 Office system の Setup コマンドでは、次のオプションを指定できます。
/admin

Office カスタマイズ ツールを実行して、セットアップ カスタマイズ ファイル (Office カスタマイズ ツールで生成されるファイルで、ユーザーの既定の構成をカスタマイズできます。ファイルはインストール中、またはインストール後に適用されます＝MSP ファイル) を生成します。 

例
\\server\share\Office12\setup.exe /admin
/adminfile [パス]

指定したセットアップ カスタマイズ ファイルを適用してインストールします。パスには、特定のカスタマイズ ファイル (MSP ファイル)、または、カスタマイズ ファイルを保存したフォルダを指定できます。 

カスタマイズ ファイルを保存する場所は、ネットワーク インストール ポイントのルートにある Updates フォルダを推奨します。カスタマイズ ファイルを Updates フォルダに保存した場合は、コマンド ラインでファイルを指定する必要がありません。セットアップでは、インストールする製品用のカスタマイズ ファイルが自動的に検索され、インストール中に適用されます。 

製品ごとに複数のカスタマイズ ファイルが Updates フォルダにある場合はすべてのファイルが適用されます。ユーザー グループごとに固有の構成を作成するには、カスタマイズ ファイルを個別のフォルダに保存し、使用するファイルをコマンド ラインで指定します。
例
\\server\share\Office12\setup.exe /adminfile \\server\share\MyUpdates\Engineering.msp
Office12 は、ネットワーク インストール ポイントのルートです。
/config [パス]

インストール時に使用する Config.xml ファイルを指定します。既定では、コア製品フォルダにある Config.xml ファイルの指定に従ってその製品がインストールされます。たとえば Microsoft Office Professional 2007 をインストールする場合は、Pro.WW フォルダの Config.xml ファイルが使用されます。このファイルを直接編集して、インストールする言語バージョンを 1 つ以上指定するなどの追加のカスタマイズを行えます。
/config オプションは、特定製品の既定の Config.xml ファイルの場所、またはカスタム Config.xml ファイルの場所を指定する場合に使用します。
例
\\server\share\Office12\setup.exe /config \\server\share\Office12\Pro.WW\Config.xml
Office12 は、ネットワーク インストール ポイントのルートです。
注 ファイルの場所は完全修飾パスで指定する必要があります。/config で相対パスを指定してもセットアップでは認識されません。
/modify [ProductID]
変更した Config.xml ファイルと共に使用し、メンテナンス モードでセットアップを実行したり、インストール済みの Office プログラムに機能を追加する、または削除するなどの変更を行います。変更する製品の Setup.xml ファイルで [ProductID] の値を確認する必要があります。Setup.xml ファイルはネットワーク インストール ポイントのコア製品フォルダにあります。Setup.xml ファイルでは、Setup 要素の Id 属性の値が [ProductID] になります。例: 

- <Setup Id="Pro" Type="Product" ProductCode="{30120000-0011-0000-0000-1000000FF1CE}">
例
\\server\share\Office12\setup.exe /modify Pro /config \\server\share\Office12\AddOutlookConfig.xml
/repair [ProductID]

セットアップを実行して、指定した製品を修復します。変更する製品の Setup.xml ファイルで [ProductID] の値を確認する必要があります。 

例
\\server\share\Office12\setup.exe /repair Pro
Office12 は、ネットワーク インストール ポイントのルートです。
/uninstall [ProductID]

指定した製品をコンピュータから削除します。変更する製品の Setup.xml ファイルで [ProductID] の値を確認する必要があります。 

例
\\server\share\Office12\setup.exe /uninstall Pro
Office12 は、ネットワーク インストール ポイントのルートです。
関連リンク
2007 Office system の Setup.exe コマンドでは、PIDKEY、DISPLAY などの Windows Installer プロパティが渡されないため、これらのプロパティを設定できません。設定が必要な場合は、Office カスタマイズ ツールを使用するか、Config.xml を直接編集します。セットアップ プロパティの一覧については、「2007 Office system のセットアップ プロパティ」を参照してください。一覧には、使用できないプロパティと、サポートされていないプロパティも含まれています。
Office カスタマイズ ツールの実行方法については、「2007 Office system の Office カスタマイズ ツール」を参照してください。
また、Config.xml ファイルの編集については、「2007 Office system の Config.xml ファイル」を参照してください。
2007 Office system の Config.xml ファイル

すべて表示


すべて非表示

2007 Microsoft Office system に含まれる製品のインストールをカスタマイズするには、主に 2007 Office system の Office カスタマイズ ツールを使用します。
また、config.xml (管理者が 2007 Office system のカスタマイズに使用する XML 形式のファイル) ファイルを編集して、次のインストール作業を実行することもできます。
· ネットワーク インストール ポイントへのパスの指定。 

· インストールする製品または言語の選択。 

· セットアップで、セットアップ カスタマイズ ファイル (Office カスタマイズ ツールで生成されるファイルで、ユーザーの既定の構成をカスタマイズできます。ファイルはインストール中、またはインストール後に適用されます) およびソフトウェア アップデート ファイルを検索する場所の変更。 

· Office をインストールせずに、コンピュータにローカル インストール ソース (LIS) をコピーする。 

· インストール直前のカスタマイズ、または今回限りのカスタマイズ。 

注 Config.xml の編集には、メモ帳などのテキスト エディタを使用することをお勧めします。Microsoft Office Word 2007 などの汎用 XML エディタは使用しないでください。
既定では、Setup.exe と同じフォルダにある Config.xml ファイルが参照されます。同じフォルダにない場合は、インストールする製品のコア製品フォルダにあるファイルが使用されます (製品フォルダの Config.xml ファイルでは、Configuration 要素の Product 属性で製品を識別できます)。また、コマンドライン オプション /config で、Config.xml ファイルの場所を指定することもできます。 

注 セットアップ カスタマイズ ファイルと Config.xml ファイルの両方を指定した場合、Config.xml で定義した設定が優先されます。
Config.xml ファイルの書式
Config.xml ファイルの XML 要素は "<" で始まり "/>" で終わります。要素と属性では大文字と小文字が区別されます。属性値は引用符 (") で囲む必要があり、大文字と小文字は区別されません。
基本要素の書式は次のとおりです。
<element [attribute="value"] [attribute="value"] … />
例: 

<Display Level="none" AcceptEula="Yes" />
要素の定義は、複数の行にまたがって記述できます。"/>" で区切られる要素の定義内では、空白、復帰、改行、タブの各文字は無視されます。適度に字下げをすると読みやすくなります。
例: 
<Display 

Level="none" 

AcceptEula="yes" 

/> 
Configuration 要素は特殊な要素で、省略できません。その他の要素はすべて Configuration 要素に含まれます。構文は次のとおりです。
<Configuration … > 

<element /> 

<element /> 

... 


</Configuration> 

例: 

<Configuration Product="Pro" > 

<PIDKEY Value=”1234512345123451234512345” /> 

<Display Level="none" AcceptEula="Yes"/> 

</Configuration> 

コメントは "<!--" と "-->" で囲んで、どの位置にでも記述することができます。
例: 

<!-- Install Microsoft Office Professional 2007 --> 

<Configuration Product="Pro" >
<!-- Set the product key --> 

<PIDKEY Value=”1234512345123451234512345” /> 

<Display 

<!-- Turn off all Setup UI --> 

Level="none" 

<!-- Accept the EULA for the user --> 

AcceptEula="Yes" 

/> 

</Configuration> 
Office 各製品のフォルダには既定の Config.xml ファイルがあり、各 Config.xml ファイルの Configuration 要素には、製品を表す適切な値の Product 属性が設定されています。Configuration 要素には、多くの要素がコメントで記述されています。要素を有効にする場合は、先頭の "<!--" と末尾の "-->" を削除し、適切な属性値を入力します。たとえば PIDKEY 要素を有効にするには、まず次のコメント行を検索します。
<!-- <PIDKEY Value="ABCDE12345ABCDE12345ABCDE" /> -->これを次のように変更します。
<PIDKEY Value="1234567890123456789012345" />
Config.xml リファレンスの表記規則
以降の説明では次の表に示す表記規則を使用します。
	太字
	要素名または属性名

	標準 (normal)
	表示に従って入力するテキスト

	斜体 (italic)
	適切な値を入力するプレースホルダ

	x|y
	複数の値から選択

	[x]
	省略できる値


Config.xml の要素
Config.xml の要素の一覧を次の表に示します。要素の順序は区別されません。ただし、Configuration 要素は先頭に記述する必要があります。また、Command 要素など、順序によって要素の処理に影響するものもあります。
	要素
	説明

	Configuration 
	最上位の要素です。

	Setting 
	Windows Installer のプロパティに値を指定します。

	ARP
	コントロール パネルの [プログラムの追加と削除] に表示されるテキストと動作を設定する値を指定します。

	CCP_DRIVE
	RMCCPSEARCH で検索されるフォルダ。

	Command
	実行するコマンド。

	COMPANYNAME
	組織名または企業名。

	Display
	画面に表示する UI のレベル。

	INSTALLLOCATION
	Office のインストール先フォルダ。

	LIS
	ローカル インストール ソース (LIS) をコンピュータにキャッシュする方法を設定します。

	Logging
	セットアップで出力されるログの種類。

	MinOSRequirement
	この製品の動作に最低限必要なオペレーティング システム。

	OptionState
	製品の各機能をインストールする構成を指定します。

	PIDKEY
	25 桁のボリューム ライセンス キー。

	SetupUpdates
	セットアップ カスタマイズ ファイルの検索パス。

	Source
	インストール実行元のネットワーク インストール ポイントへのパス。

	SOURCELIST
	代替ネットワーク インストール ポイントの場所。

	USERINITIALS
	製品のインストール先コンピュータのユーザー名の頭文字。

	USERNAME
	製品のインストール先コンピュータのユーザー名。


Configuration 要素
最上位の要素です。必須の要素であり、他の要素はすべてこの要素の内側に記述する必要があります。
構文: 

<Configuration [Product=productID]

</Configuration>
Product 属性は省略可能で、記述すると、この Config.xml ファイルが適用される製品を指定できます。productID には、製品のコア フォルダにある Setup.xml ファイルに記述されている Setup 要素の ID 属性を指定します。
たとえば、Office Professional 2007 の productID は、Pro.WW\Setup.xml ファイルの次の行に記述されています。
<Setup Id="Pro" Type="Product" ProductCode="{...}"> 
この productID を Config.xml で使用し、Office Professional 2007 を指定する場合は、次のように記述します。
<Configuration Product="Pro">
...
</Configuration> 
Setting 要素
Windows Installer プロパティの値を指定できます。
ただし一部の Windows Installer プロパティは Setting 要素で指定できません。使用できないプロパティを指定した場合はインストール処理が終了します。サポートされるプロパティを指定すると、Windows Installer に直接渡されます。Windows Installer プロパティの一覧については、「2007 Office system のセットアップ プロパティ」を参照してください。サポートされるプロパティと指定できないプロパティの説明も記載されています。
構文: 

<Setting Id=name Value=value />
ID 属性はプロパティ名を表し、Value 属性はその値を表します。
例: 

<Setting Id="SETUP_REBOOT" Value="NEVER" />
ARP 要素
製品について、コントロール パネルの [プログラムの追加と削除] に表示されるテキストと動作を設定する値を指定します。
構文: 

<ARP attribute=value [attribute=value] ... />
ARP 要素に指定できる属性を次の表に示します。 

	属性
	値
	説明

	ARPCOMMENTS
	テキスト
	追加で表示するテキストです。255 字まで指定できますが、一部の文字が表示されない場合があります。

	ARPCONTACT
	テキスト
	技術サポートの連絡先一覧。

	ARPNOMODIFY
	"Yes"
	[変更] ボタンを使用不可にして、ユーザーが製品のインストール構成を変更できないようにします。

	
	"No" (既定値)
	ユーザーが製品のインストール構成を変更できるようにします。

	ARPNOREMOVE
	"Yes"
	[削除] ボタンを使用不可にして、ユーザーが製品を削除できないようにします。

	
	"No" (既定値)
	ユーザーが製品を削除できるようにします。

	ARPURLINFOABOUT
	URL
	製品に関するホーム ページの URL。

	ARPURLUPDATEINFO
	URL
	製品のアップデート情報の URL。

	ARPHELPLINK
	URL
	技術サポートを提供する Web サイトの URL。

	ARPHELPTELEPHONE
	テキスト
	技術サポートの電話番号。


CCP_DRIVE 要素
RMCCPSEARCH で検索されるフォルダの完全修飾パスです。RMCCPSEARCH ではファイルのデジタル署名が使用され、アップグレード インストールを実行する前に、該当する製品がシステムにインストール済みかどうかが確認されます。 

構文: 

<CCP_DRIVE Value=value />
例: 

<CCP_DRIVE Value="\\server\office2003" />
Command 要素
実行するコマンドを指定します。チェーン インストール用のコマンド、または、この製品をインストールするときに実行する実行可能ファイルを指定できます。2007 Office system に含まれる製品に対しては、MSI ファイルではなく、Setup.exe 用のコマンドを指定する必要があります。その他の製品については、MSI ファイル、または実行可能ファイル (EXE ファイル、BAT ファイルなど) を指定できます。
Config.xml ファイルに 2 つ以上の Command 要素がある場合は、指定した順序で実行されます。
構文: 

<Command Path=path [QuietArg=arguments] [Args=args] [ChainPosition="Before"|"After"(default)] [Execute="Install"(default)|"Uninstall"] [Platform="x86"(default)|"x64"] />
Command 要素で指定できる属性を次の表に示します。Path 属性と Args 属性の値に二重引用符 (") を含める場合は、("") のように 2 文字を続けて指定します。
	属性
	値
	説明

	Path
	パス
	実行可能ファイルまたは MSI ファイルの完全修飾パス。

	QuietArg
	文字列
	Display Level=None のときに、コマンド ラインに追加される引数の文字列。

	Args
	文字列
	実行可能ファイルに渡される引数の文字列。

	ChainPosition
	"Before"
	このコマンドを製品本体のインストール前に実行するように指定します。

	
	"After" (既定値)
	このコマンドを製品本体のインストール後に実行するように指定します。

	Execute
	"Install" (既定値)
	このコマンドを製品本体のインストール時に実行するように指定します。

	
	"Uninstall"
	このコマンドを製品本体のアンインストール時に実行するように指定します。

	Platform
	"x86" (既定値)
	プログラムの実行には Intel x86 プラットフォームが必要であることを指定します。インストールが実行されるコンピュータがこのプラットフォーム条件に一致した場合にのみ、このコマンドが実行されます。

	
	"x64"
	プログラムの実行には、x86 アーキテクチャの x64 拡張をサポートする 64 ビット プロセッサが必要であることを指定します。インストールが実行されるコンピュータがこのプラットフォーム条件に一致した場合にのみ、このコマンドが実行されます。


ヒント 2007 Office system に必要なオペレーティング システムよりも新しいオペレーティング システムがチェーン インストールする製品で必要な場合は、MinOSRequirement 要素で、このインストールに最低限必要なオペレーティング システムを指定します。
例: 

<Command Path=”myscript.exe” Args=”/id ""123 abc"" /q”/>
<Command Path="\\server\share\setup.exe /config \\server\share\Pro.WW\config.xml"
COMPANYNAME 要素
インストール先コンピュータのユーザーが属する組織名または企業名を表します。
構文: 

<COMPANYNAME Value=companyname />
例: 

<COMPANYNAME Value="Microsoft Corporation" />
Display 要素
セットアップで画面に表示される UI のレベルです。この要素を記述しない場合は、次の既定の設定が適用されます。無効な値を指定すると、インストールが終了します。
構文: 

<Display Level="None"|"Basic"|"Full"(default) CompletionNotice="Yes"|"No"(default) SuppressModal="Yes"|"No"(default) AcceptEula="Yes"|"No"(default) />
Display 要素に指定できる属性を次の表に示します。
	属性
	値
	説明

	Level
	"None"
	セットアップ UI を表示しません。

	
	"Basic"
	[ようこそ] 画面、[プロダクト キー (PIDKEY)] ページ (必要な場合)、[使用許諾契約書 (EULA)] ページ、プログレス バー、インストール完了の通知 (CompletionNotice 属性で指定した場合) を表示します。

	
	"Full" (既定値)
	すべての UI を表示します。

	CompletionNotice
	"Yes"
	完了の通知を表示します。Level 属性の値が "Basic" または "None" に設定されている場合にのみ適用されます。

	
	"No" (既定値)
	完了の通知を表示しません。Level 属性の値が "Basic" に設定されている場合にのみ適用されます。

	SuppressModal
	"Yes"
	インストール中のエラー メッセージとその他のダイアログ ボックスを表示しません。Level 属性の値が "Basic" に設定されている場合にのみ適用されます。

	
	"No" (既定値)
	必要に応じて、エラー メッセージとその他のダイアログ ボックスを表示します。Level 属性の値が "Basic" に設定されている場合にのみ適用されます。

	AcceptEULA
	"Yes"
	ユーザーの代理として使用許諾契約書に同意し、[使用許諾契約書] ページを表示しません。

	
	"No" (既定値)
	Level 属性の値が "None" 以外の場合、[使用許諾契約書] ページを表示します。


例: 

<Display Level=”basic” CompletionNotice=”yes” SupressModal=”no” AcceptEula=”yes” />
注 Level 属性の値を "Basic" または "None" に設定し、プロダクト キーを PIDKEY 要素で指定した場合は、ユーザーの代理として使用許諾契約書に同意したことになります。この場合、AcceptEULA 属性の値に関係なく、Office アプリケーションのインストール時と初回実行時に、使用許諾契約書は表示されません。
INSTALLLOCATION 要素
製品のインストール先フォルダを完全修飾パスで指定します。パスにシステム環境変数を含めて指定することもできます。この要素を指定しない場合、Office は %ProgramFiles%\Microsoft Office にインストールされます。
構文: 

<INSTALLLOCATION Value=path />
例: 

<INSTALLLOCATION VALUE=”%ProgramFiles%\MyApps” /> 
LIS 要素
ローカル インストール ソース (LIS) をコンピュータにキャッシュする方法を設定します。既定では、Office をインストールするドライブのルートにある \MsoCache\All Users フォルダに LIS が作成されます。
構文: 

<LIS [CacheAction="CacheOnly"|"RemoveCacheOnly"] />
CacheAction 属性に指定できる値を次の表に示します。
	属性
	値
	説明

	CacheAction
	"CacheOnly"
	LIS をコンピュータにコピーします。製品のインストールは実行されません。

	
	"RemoveCacheOnly"
	LIS がキャッシュとしてコンピュータにコピーされていて、Office がインストールされていない場合は、LIS を削除します。製品のインストールとアンインストールは実行されません。


例: 

<LIS CACHEACTION=”CacheOnly” />
Logging 要素
セットアップで出力するログの種類を指定します。
構文: 

<Logging Type="Off"|"Standard"(default)|"Verbose" Path=path Template=filename.txt />
Logging 要素に指定できる属性を次の表に示します。
	属性
	値
	説明

	Type
	"Off"
	ログを出力しません。

	
	"Standard" (既定値)
	インストール情報をログ ファイルに出力します。

	
	"Verbose"
	すべてのインストール情報をログ ファイルに出力します。

	Path
	パス
	ログ ファイルの出力先フォルダを完全修飾パスで指定します。環境変数を指定することもできます。既定値は "%temp%" です。

	Template
	ファイル名.txt
	ログ ファイルの名前を指定します。ファイル名に "*" が含まれている場合は、Setup.exe で実行されるインストールごとに一意のログ ファイルが作成されます (以下の詳細を参照)。"*" がファイル名に含まれず、同じ名前のファイルが既に存在している場合は、既存ファイルの末尾にログ情報が追加されます。拡張子 ".txt" を指定する必要があります。


Template 属性の値に "*" を含めると、この部分に次の形式の文字列が挿入されます。
YYYYMMDDHHMMSSxxx
ここで各部分は次のような値を表します。
YYYY = 年
MM = 月
DD = 日
HH = 時
MM = 分
SS = 秒
xxx = セットアップで生成される一意の文字列
例: 

<Logging Type=”standard” Path=”%temp%” Template=”MyLog(*).txt” /> 
この例の場合は、製品をインストールするごとに、次のような一意の名前のログ ファイルが作成されます。
%temp%\MyLog(20060428110717CFC).txt
%temp%\MyLog(20060429113143C70).txt
...

MinOSRequirement 要素
この製品の動作に最低限必要なオペレーティング システムを指定します。これよりも古いオペレーティング システムの場合、インストール処理が中断されます。この要素が指定されていない場合は、Office の既定値が使用されます。2007 Office system の動作に必要な Microsoft Windows よりも古いバージョンは指定できません。詳細については、「2007 Office system のシステム要件」を参照してください。
構文: 

<MinOSRequirement VersionNT=version WindowsBuild=number ServicePackLevel=number />
MinOSRequirement 要素に指定できる属性を次の表に示します。
	属性
	値
	説明

	VersionNT
	バージョン
	Windows NT のバージョン。

	WindowsBuild
	番号
	Windows のビルド番号。

	ServicePackLevel
	番号
	Windows サービス パックの番号。


属性値として指定できる値を次の表に示します。 

	システム
	VersionNT
	WindowsBuild
	ServicePackLevel

	Windows XP
	501
	2600
	2 以上

	Windows Server 2003
	502
	3790
	0 以上


OptionState 要素
製品の各機能をインストールする構成を指定します。
注 各機能のインストール状態を変更するには OCT を使用することをお勧めします。詳細については「2007 Office system の Office カスタマイズ ツール」を参照してください。
構文: 

<OptionState Id=optionID State="Absent"|"Advertise"|"Default"|"Local" [Children="force" ] />
各機能について、インストールするかどうかを選択できます。機能の Id 値は、コア製品フォルダにある Setup.xml ファイルの Option 要素で定義されています。
OptionState 要素に指定できる属性を次の表に示します。 

	属性
	値
	説明

	State
	"Absent"
	この機能をインストールしません。

	
	"Advertise"
	この機能を初めて使用するときにインストールします。

	
	"Default"
	この機能を既定のインストール状態に戻します。

	
	"Local"
	この機能をユーザーのコンピュータにインストールします。

	Children
	"force"
	この機能のすべての子機能を、指定したインストール状態に設定します。


例: 

<OptionState Id=”ExcelAddinFiles” State=”Absent” Children=”force” />
PIDKEY 要素
25 桁のボリューム ライセンス キーを表します。PIDKEY 値を設定した場合は、Office のインストール時にプロダクト キーを入力する必要がありません。
構文: 

<PIDKEY Value=25-character-key />
例: 

<PIDKEY Value=”1234512345123451234512345” /> 
注 Display 要素の Level 属性値を "Basic" または "None" に設定し、PIDKEY 要素でプロダクト キーを設定した場合は、ユーザーの代理として使用許諾契約書に同意したことになります。Display 要素の AcceptEULA 属性の値に関係なく、インストール時と初回実行時に使用許諾契約書は表示されません。
SetupUpdates 要素
セットアップ カスタマイズ ファイルの検索パスを指定します。指定したすべてのフォルダで、インストールする製品のセットアップ カスタマイズ ファイルが検索され、ファイル名のアルファベット順に適用されます。コマンド ラインでセットアップ カスタマイズ ファイルが指定されている場合は、そのファイルが最初に適用され、次にこの要素で検索されたファイルが適用されます。
構文: 

<SetupUpdates [CheckForSUpdates="Yes"(default)|"No"] [SUpdateLocation=path list] />
SetupUpdates 要素に指定できる属性を次の表に示します。
	属性
	値
	説明

	CheckForSUpdates
	"Yes" (既定値)
	SUpdateLocation 属性で指定されたパス一覧を使用して、セットアップ カスタマイズ ファイルを検索します。

	
	"No"
	SUpdateLocation 属性でパス一覧が指定されていても、セットアップ カスタマイズ ファイルを検索しません。

	SUpdateLocation
	パス一覧
	検索するフォルダへの完全修飾パスをセミコロンで区切って指定します。


例: 

<SetupUpdates CheckForSUpdates="Yes" SUpdateLocation="\\server1\office\updates;\\server2\corpdata\updates" />
Source 要素
インストール実行元のネットワーク インストール ポイントへの完全修飾パスを指定します。パスが指定されていない場合は、検索先に Setup.exe ファイルがあるものとして、ネットワーク インストール ポイントが検索されます。
構文: 

<Source Location=path />
例: 

<Source Location="\\server1\office" /> 
SOURCELIST 要素
対象製品のインストール ファイルがある、ネットワーク インストール ポイントの場所を 1 つ以上指定します。このソース一覧はインストールされる製品で保持され、ローカル インストール ソース (LIS) が見つからない、または破損している場合に参照されます。
構文: 

<SOURCELIST Value=semicolon-delimited-path-list />
例: 

<SOURCELIST Value="\\server1\office;\\server2\corpdata" />
USERINITIALS 要素
製品のインストール先コンピュータのユーザー名の頭文字です。
構文: 

<USERINITIALS Value=value />
例: 

<USERINITIALS Value="JD" /> 
USERNAME 要素
製品のインストール先コンピュータのユーザー名を表します。
構文: 

<USERNAME Value=value />
例: 

<USERNAME Value="John Doe" /> 
2007 Office system の Office カスタマイズ ツール


すべて表示


すべて非表示

Office カスタマイズ ツール (OCT) は、2007 Microsoft Office system のインストールをカスタマイズするためのツールです。OCT は、コマンド ラインから「setup.exe /admin」と入力して実行します。
OCT を実行すると、新しいセットアップ カスタマイズ ファイルを作成するか、または既存のファイルを開くかをたずねられます。新しいファイルを作成する場合は、ネットワーク インストール ポイントで使用できる製品の一覧が表示されます。一覧からカスタマイズする製品を 1 つ選択してください。
OCT を使用してカスタマイズを設定し、セットアップ カスタマイズ ファイル (Office カスタマイズ ツールで生成されるファイルで、ユーザーの既定の構成をカスタマイズできます。ファイルはインストール中、またはインストール後に適用されます) に保存して、ネットワーク インストール ポイント (2007 リリース製品のネットワーク ソース。2007 Office リリースの CD からネットワーク上の場所へ、インストール ファイルをコピーして作成されます) の Updates フォルダに置きます。Office のインストール時に Updates フォルダでセットアップ カスタマイズ ファイルが検索され、ファイルが見つかった場合はファイルで設定したカスタマイズが適用されます。セットアップ カスタマイズ ファイルを Updates フォルダ以外の場所に置いた場合は、Setup.exe の /adminfile オプションでファイルへの完全修飾パスを指定できます。たとえば「setup.exe /adminfile \\server\share\mychanges\custom.msp」のように指定します。
注 セットアップ カスタマイズ ファイルを Updates フォルダ以外の場所に置いた場合は、2007 Office system の Config.xml ファイルでもファイルの場所を指定できます。
また、セットアップ カスタマイズ ファイルを使用して、インストール済み製品の構成を変更することもできます。セットアップ カスタマイズ ファイルは Windows Installer MSP ファイル (拡張子 .msp) の拡張形式であるため、通常のソフトウェア更新と同じように適用できます。カスタマイズ ファイルを適用すると、内容に従ってインストール済みの Office system の構成が変更されます。たとえば、ある機能をコンピュータから削除するには、インストール構成を "Not Available" に変更したセットアップ カスタマイズ ファイルをインストール済みの製品に適用します。
OCT には Office の新規インストール時にのみ適用できるオプションもあります。この条件に当てはまるオプションについては、OCT を実行するか、OCT のヘルプ ファイルを参照してください。たとえば INSTALLLOCATION 要素で Office のインストール先フォルダを指定できますが、インストール済みのコンピュータにセットアップ カスタマイズ ファイルを適用しても INSTALLLOCATION 要素は無視されます。インストール先を変更するには、Office をアンインストールしてから再インストールする必要があります。
OCT を終了する前に、[ファイル] メニューの [保存] で、セットアップ カスタマイズ ファイルを保存します。
OCT の画面は次の 4 つのセクションに分かれています。
· [セットアップ]
· [機能]
· [追加内容]
· [Outlook]
[セットアップ]
[セットアップ] セクションでは次の項目を指定できます。
· 既定のインストール場所
· 既定の組織名
· その他のネットワーク インストール ソース
· プロダクト キー
· 使用許諾契約書
· 表示レベル
· 削除する対象の旧バージョンの Office
· インストール時に実行するカスタム プログラム
· セキュリティ設定
· セットアップ プロパティ
[インストール場所と組織名]

既定の組織名とインストール場所を指定します。このセットアップ カスタマイズ ファイルを使用してインストールするすべてのユーザーに適用されます。
[既定のインストール先] - Office のインストール先を指定します。定義済みのフォルダ キーワード [ProgramFilesFolder] を使用すると、Microsoft Windows 標準のインストール先フォルダへのパスを指定できます。既定のパスは [ProgramFilesFolder]\Microsoft Office です。このオプションは、Office system を新規インストールする場合にのみ適用されます。インストール パスを変更するには、Office をアンインストールしてから再インストールする必要があります。 

[組織名] - Office アプリケーションの [ヘルプ] メニュー - [バージョン情報] ダイアログ ボックスと、バナー ページに表示されます。このカスタマイズ ファイルを使用してインストールするすべてのユーザーに対して、既定の組織名として適用されます。 

[追加のネットワーク ソース]
ネットワーク インストール ポイントのコピーが置かれているその他のサーバーを指定します。
機能のオンデマンド インストールと Office の修復で、元のネットワーク インストール ポイントが見つからない場合に、一覧に指定されている順序でサーバーが検索されます。
一覧に新しいソースを追加するには、[追加] をクリックし、ネットワーク サーバーへのパスを入力します。UNC (汎用名前付け規則 (または統一名前付け規則) です。同一ネットワーク上のコンピュータ間で使用されるファイル命名システムで、あるコンピュータのファイルへのパス名と、ネットワーク上の別のコンピュータからアクセスした場合のパス名を同一にできます) パスで指定するか、すべてのユーザーが同じドライブ レターでサーバーにアクセスできる場合は、そのドライブ レターをパスに使用できます。すべてのユーザーに対して同じ環境変数が設定されている場合は、前後をパーセント記号 (%) で囲んだ環境変数をパスに含めることができます。 

例:

z:\office

\\server1\share\office_root

%USERNAME%\office_root

パスを編集するには、一覧からサーバーを選択して [変更] をクリックします。一覧からサーバーを削除するには、サーバーを選択して [削除] をクリックします。一覧のサーバーの順序を変更するには、サーバーを選択し、[移動] 矢印ボタンをクリックして上下に移動します。
注 一覧にパスを追加しても、サーバー パスの検証とサーバーへの接続は行われません。
[使用許諾契約とユーザー インターフェイス]
このセットアップ カスタマイズ ファイルを使用して Office をインストールするユーザー用に、プロダクト キーの入力と使用許諾契約書 (EULA) の承認を行います。また、ユーザー インターフェイスの表示レベルもここで設定できます。この設定は、Office の初回インストール時にのみ有効です。
[プロダクト キー] - 有効な 25 桁のボリューム ライセンス キーを入力します。 

[｢使用許諾契約書｣の条項に同意します] - ユーザーの代理として使用許諾契約書に同意する場合は、このチェック ボックスをオンにします。また、[表示レベル] を [基本] または [なし] に設定して、プロダクト キーを入力した場合も、ユーザーの代理として使用許諾契約書に同意したことになります。この場合は、チェック ボックスの状態に関係なく、Office アプリケーションのインストール時および初回実行時に使用許諾契約書は表示されません。 

[表示レベル] - インストール中のユーザー インターフェイスの表示方法を選択します。オプションは次のとおりです。
· [完全] (既定値) - ユーザー インターフェイスとメッセージをすべて表示し、対話的にインストールを実行します。 

· [基本] - [ようこそ] 画面、プロダクト キーの入力画面、使用許諾契約書 (必要な場合)、プログレス バー、インストール完了の通知を表示します。 

· [なし] - ユーザー インターフェイスを表示せずにインストールを実行します。 

[完了通知を表示する] - このチェック ボックスをオンにすると、インストール完了時にメッセージを表示します。 

[モーダル非表示] - このチェック ボックスをオンにすると、インストール中のエラー メッセージとその他のダイアログ ボックスを表示しません。ただし、[表示レベル] が [完全] の場合は、この設定に関係なく、エラー メッセージとその他のダイアログ ボックスが表示されます。 

注 以上の設定は、Config.xml ファイルで次の表に示す項目を設定した場合と同じです。
	OCT の設定
	Config.xml の設定

	[プロダクト キー]
	PIDKEY 要素

	[｢使用許諾契約書｣の条項に同意します]
	Display 要素の AcceptEula 属性

	[表示レベル]
	Display 要素の Level 属性

	[完了通知を表示する]
	Display 要素の CompletionNotice 属性

	[モーダル非表示]
	Display 要素の SuppressModal 属性


[以前のインストール環境の削除]
旧バージョンの Microsoft Office アプリケーションのうち、コンピュータに残す、または削除するものを指定します。この設定は、Office の初回インストール時にのみ有効です。
既定では、旧バージョンの Office をすべて削除します。インストール済みの Office アプリケーションを残す場合は、[以下の古い Microsoft Office アプリケーションを削除する] をオンにし、削除しない Office アプリケーションを選択して [詳細] をクリックした後、チェック ボックスをオフにします。
注 Office Outlook 2007 は旧バージョンの Outlook と共存できません。旧バージョンを残す設定にした場合は、Office Outlook 2007 をインストールしないでください。
[インストール環境の追加とプログラムの実行]
Office のインストールが完了する前、または完了した後に、別のプログラムを実行します。
一覧の順序ですべてのコマンドが実行され、すべてのコマンドが実行されるまでインストールは完了しません。
注 コンピュータの再起動が必要なプログラムは、一覧の末尾に追加してください。カスタム プログラムでコンピュータが再起動されても Office のインストールは完了しますが、一覧でこのプログラムの後にあるものは実行されません。
プログラムを追加するには、[追加] をクリックします。プログラムを変更する場合は、該当するプログラムを選択して [変更] をクリックします。プログラムを削除するには、[削除] をクリックします。一覧の順序を変更するには、プログラムを選択し、[移動] 矢印をクリックして上下に移動します。
[プログラム エントリの追加と変更]

プログラム エントリを追加または変更する場合は、[プログラム エントリの追加と変更] ダイアログ ボックスで次の項目を設定できます。 

[ターゲット] - 実行可能プログラムのパスとファイル名を入力します。 

[引数] - コマンド ライン オプションの文字列を入力します。例: /q /path c:\temp 

[Office 製品のインストール後にこのプログラムを実行する]- Office のインストールが完了した後に、指定したプログラムを実行します。このオプションはオンにすることをお勧めします。プログラムが正常に終了しなかったり、コンピュータが再起動された場合でも、Office のインストールには影響ありませんが、一覧でこのプログラムの後にあるものは実行されません。 

[Office 製品のインストール前にこのプログラムを実行する]- Office のインストール前に、指定したプログラムを実行します。プログラムが正常に終了しなかったり、コンピュータが再起動された場合、Office はインストールされません。また、一覧でこのプログラムの後にあるものも実行されません。 

[プログラム エントリの追加と変更] ダイアログ ボックスに実行可能ファイルのパス名を入力するときは、次の表に示す Windows 標準のフォルダ名を含めることができます。
	[SourceDir]
	Office のインストール元になるネットワーク インストール ポイントのルート

	[INSTALLLOCATION]
	Office のインストール先フォルダ

	[SystemFolder]
	Windows System32 フォルダ

	[WindowsFolder]
	Windows フォルダ

	[ProgramFilesFolder]
	Program Files フォルダ

	[CommonFilesFolder]
	Program Files\Common Files フォルダ

	[DesktopFolder]
	デスクトップ フォルダ

	[StartMenuFolder]
	スタート メニュー フォルダ

	[ProgramMenuFolder]
	スタート メニュー\プログラム フォルダ


[Office セキュリティ設定]
Office アプリケーションのセキュリティ設定をカスタマイズします。
注 セットアップ カスタマイズ ファイルで指定したセキュリティ設定がコンピュータの既定の設定になりますが、ユーザーはインストール後に設定を変更できます。セキュリティ設定をロックする場合はグループ ポリシー機能を使用します。詳細については、「2007 Office system でのコンピュータのロック」を参照してください。
[信頼できる発行元] - Office アプリケーションで使用されるデジタル署名付きマクロ、アドイン、Microsoft ActiveX コントロール、その他の実行可能コードについて、信頼できる提供元を一覧で管理します。Office アプリケーションでは、証明書に基づく信頼済み提供元の一覧が Internet Explorer と共有されます。デジタル証明書 (CER ファイル) を追加するには [追加] をクリックします。既定の Microsoft CER ファイルを追加すると、Office アプリケーションに付属のアドインとテンプレートはすべてインストールできるようになります。 

[信頼できる場所] - セキュリティ センターのセキュリティ機能で検証せずに開くことができるファイルの場所を一覧で管理します。新しい場所を追加するには、[追加] をクリックし、次の情報を入力して [OK] をクリックします。
[アプリケーション] - この場所を使用する Office アプリケーションを選択します。 

[パス] - 信頼済みの場所へのパスを入力します。ドライブ レター付きの完全修飾パス、または UNC パスで指定します。パスには環境変数を指定できます。 

[この場所のサブフォルダも信頼する] - サブフォルダも信頼済みの場所に設定するには、このチェック ボックスをオンにします。 

[説明] - この場所の使用目的の説明をテキストで入力します。 

この一覧から信頼済みの場所を削除するには、該当する場所を選択して [削除] をクリックします。
注 ここで 1 つ以上の信頼済みの場所を指定すると、以前にコンピュータで定義されていた [信頼できる場所] 一覧は削除され、新しい設定が反映されます。
[OCT によってインストール中に書き込まれた信頼できる場所をすべて削除] - コンピュータで定義されている [信頼できる場所] 一覧を削除します。新しい場所を追加せずにコンピュータの [信頼できる場所] 一覧を削除する場合は、このチェック ボックスをオンにします。 

[既定のセキュリティ設定] - アドイン、テンプレート、Office アプリケーションの既定のセキュリティ レベルを設定します。Office アプリケーションごとに、次の項目を設定できます。
· 信頼済みの場所の許可に関するオプション
· [このユーザーのコンピュータにない信頼済みの場所を許可する]
· [すべての信頼済みの場所を無効化する: 信頼できる発行元の署名済みファイルのみ信頼する]
· アプリケーション拡張の警告オプション
· [すべてのアプリケーション拡張を無効にする]
· [アプリケーション拡張には信頼できる発行元の署名が必要]
· [署名が必要。署名のない拡張は黙示的に無効化する]
· VBA マクロの警告オプション
· [すべての VBA マクロを無効にする]
· [署名のない VBA マクロに対するセキュリティ バー警告の無効化 (署名のないコードは無効化されます)]
· [VBA マクロに対しセキュリティ チェックを行わない] (推奨しません。すべてのドキュメントに含まれるコードが実行される可能性があります)
· アドインとテンプレート (Microsoft Office Project 2007 のみ)
· [組み込み済みのアドインとテンプレートをすべて信頼する]
· [組み込み済みのアドインとテンプレートを信頼しない]
· セキュリティ レベル (Office Project 2007 のみ)
· [高] - 信頼済みの場所にある署名済みのマクロのみを実行できます。署名のないマクロは無効になります。
· [中] - 安全ではない可能性があるマクロを実行するかどうかをユーザーが選択できます。
· [低] (非推奨) - 安全ではない可能性があるマクロから保護されません。
[安全でない ActiveX の初期化] - 署名がなく、安全と確認されていない ActiveX コントロールを、持続データ (コントロールのあるインスタンスから別のインスタンスに保存されるデータ) を使用して開始するかどうかを指定します。指定できる値は次のとおりです。
· <構成しない> - インストール先コンピュータで指定されている設定を変更しません。新しいアプリケーションは、既定の設定 [持続的なデータの使用を指示するメッセージをユーザーに対して表示する] でインストールされます。 

· [コントロールの既定値の使用を指示するメッセージをユーザーに対して表示する] - 安全と確認されていない ActiveX コントロールがアプリケーションで開始される前に警告します。ドキュメントの提供元を信頼できる場合は、既定の設定でコントロールが開始されます。 

· [持続的なデータの使用を指示するメッセージをユーザーに対して表示する] - 安全と確認されていない ActiveX コントロールがアプリケーションで開始される前に警告します。ドキュメントの提供元を信頼できる場合は、持続データを使用してコントロールが開始されます。 

· [メッセージを表示しない] - すべての署名されていない ActiveX コントロールを、ユーザーに警告せずに実行します。この設定は安全上問題があるため推奨されません。 

[セットアップのプロパティの変更]
Office のインストール時に適用されるプロパティを設定します。セットアップ プロパティをカスタマイズできるのは、Office の初回インストール時のみです。セットアップ カスタマイズ ファイルに設定されたプロパティは、インストール済みの Office には適用されません。
プロパティを追加するには [追加] をクリックします。追加したプロパティを変更するには、プロパティを選択して、[変更] をクリックします。追加したプロパティを削除するには、[削除] をクリックします。
セットアップ プロパティを追加または変更する場合は、[プロパティ値の追加/変更] ダイアログ ボックスで次の項目を設定します。
[名前] - プロパティ名。プロパティ名はすべて大文字にする必要があります。 

[値] - プロパティの値。 

プロパティと値の詳細については、「2007 Office system のセットアップ プロパティ」を参照してください。
[機能]
[機能] セクションでは、ユーザー設定の構成と、インストールする Office 機能のカスタマイズを行います。
[ユーザーの設定の変更]
このセットアップ カスタマイズ ファイルを使用して Office をインストールする場合の Office アプリケーションの既定値を設定します。
オプションを構成するには、画面左側のツリーを展開し、ユーザー インターフェイス要素をクリックします。この要素に関して構成できる設定が画面右側に表示されます。設定項目をダブルクリックし、次のオプションのいずれかを選択します。
[変更なし] - 設定値をそのまま残します。 

[変更の適用] - ダイアログ ボックスで選択した構成で設定を変更します。 

構成できるユーザー設定をすべて表示するには、[すべての設定を表示] をクリックします。構成した設定のみを表示するには、[構成済みの設定のみを表示] をクリックします。
旧バージョンの Office で構成したユーザーのカスタム設定を残すには、[ユーザー設定の移行] チェック ボックスをオンにします。ユーザー設定を変更してこのチェック ボックスをオンにした場合は、変更した設定が適用された後に、既存のカスタム設定で上書きされます。
注 [変更の適用] をクリックして現在の設定値を表示し、その後 [OK]、[前の設定]、[次の設定] のいずれかをクリックすると、設定を変更していない場合でも状態が [構成済み] に変更されます。空のハイパーリンク、パス、ファイル名を設定すると、エラーが発生する場合があります。[変更の適用] をクリックした後に、変更を無視する場合、または設定の構成を行わない場合は、[キャンセル] をクリックします。また、設定項目をダブルクリックして [変更なし] を選択し、[OK] をクリックすると、状態を [未構成] に戻すことができます。
[機能のインストール状態の設定]
Office の各機能のインストール状態をカスタマイズします。
機能のインストール状態を変更するには、該当する機能をクリックし、インストール状態を選択してください。機能によっては、複数の子機能を含む親機能になっています。子機能を表示するには、親機能の左側にある "+" 記号をクリックして展開します。
機能のインストール状態を変更すると、機能の名前と、子機能がある場合はその名前が太字になり、状態の変更がインストールに適用されることを表します。太字で表示されている機能以外は、インストール状態の既定値に従ってインストールされます。設定した変更を取り消す場合は、機能を選択し、[選択のリセット] をクリックします。
セットアップで通常使用できる機能のインストール状態を次の表に示します。ただし機能によっては、特定のインストール状態に設定できない場合もあります。たとえば、通知ができないコンポーネントを含む機能については、インストール状態の一覧に [初めて実行するときにインストール] が表示されません。
	[マイ コンピュータから実行]
	ハードディスクにファイルをコピーし、機能に関連するレジストリ エントリとショートカットを登録します。アプリケーションと機能をローカルで実行できます。

	[マイ コンピュータからすべて実行]
	[マイ コンピュータから実行] と同様ですが、機能に属する子機能もすべて同じ状態に設定されます。

	[初めて実行するときにインストール]
	この機能とすべての子機能の動作に必要なコンポーネントをインストール ソースに置き、機能を初めて使用するときにコンポーネントをローカルのハード ディスクにコピーします。この機能はアドバタイズ機能とも呼ばれます。

	[インストールしない]
	この機能とすべての子機能の動作に必要なコンポーネントをコンピュータにインストールしません。

	[非表示]
	セットアップ プログラムを対話的に実行する場合、この機能はインストール中に機能ツリーに表示されません。インストール後にメンテナンス モードでセットアップを実行した場合は、機能が表示されます。

	[ロック]
	インストール中、またはインストール後にメンテナンス モードでセットアップを実行する場合に、この機能に対して選択したインストール状態を変更できません。


機能のインストール状態を変更すると、親機能または子機能のインストール状態が一致するように変更される場合があります。たとえば、親機能の状態を [初めて実行するときにインストール] に設定し、子機能の状態を [マイ コンピュータから実行] に設定すると、親機能の状態も [マイ コンピュータから実行] に変更されます。
セットアップを対話的に実行した場合、非表示の機能は機能ツリーに表示されませんがバックグラウンドでインストールされます。非表示の機能に属する子機能は、すべて非表示になります。 

[非表示] 設定を使用すると、機能ツリーの構成がシンプルになります。たとえば、機能ツリーの Office Tools を非表示にすると、ユーザーは必要なツールを選択する必要がありません。この場合は、管理者が選択したツールのみがインストールされます。
管理者が機能の状態を [インストールしない] に設定し、機能ツリーで非表示にした場合でも、親機能をインストールするか、メンテナンス モードでセットアップを実行すると、ユーザーは設定を変更したり、機能をインストールすることができます。たとえば、管理者が株価と資金のスマート タグ プラグイン機能の状態を [インストールしない] および [非表示] に設定した場合、親機能のスマート タグ プラグインの状態を [マイ コンピュータからすべて実行] に設定すれば、ユーザーは、株価と資金のスマート タグ プラグイン機能をインストールできます。非表示の機能をインストールできないようにする場合は、[インストールしない]、[非表示]、[ロック] の 3 つのインストール状態を選択します。この場合は、機能またはアプリケーションはインストールされず、メンテナンス モードでも使用できません。ユーザーが親機能の状態を変更してもインストールできません。Office のインストール後に [インストールしない]、[非表示]、[ロック] の 3 つが有効になった状態を無効にするには、OCT を使用して、機能のインストール状態を変更するセットアップ カスタマイズ ファイルを作成し、コンピュータに適用する必要があります。 

[追加内容]
このセクションでは、カスタム ファイルとレジストリ エントリをインストール中に追加する、または削除する設定を行います。
[ファイルの追加]
Office をインストールするときに、コンピュータにファイルを追加します。
インストール中にコンピュータに追加するファイルの一覧を作成するには、[追加] をクリックし、ファイルを選択して、もう一度 [追加] をクリックします。次に、[ユーザーのコンピュータ上での保存先] ダイアログ ボックスでファイルのインストール先フォルダを指定します。複数のファイルを選択するには、Shift + Ctrl キーを押しながらクリックします。この場合は、インストール先がすべて同じフォルダになります。
インストール先パスの指定には、次の表に示す特別なフォルダ名を使用できます。
	[INSTALLLOCATION]
	Office のインストール先フォルダ

	[AppDataFolder]
	ユーザーごとの Application Data フォルダ

	[CommonFilesFolder]
	Program Files\Common Files フォルダ

	[ROOTDRIVE]
	Office のインストール先ドライブ

	[PersonalFolder]
	ユーザーごとの My Documents フォルダ

	[ProgramFilesFolder]
	Program Files フォルダ

	[SystemFolder]
	Windows System32 フォルダ

	[WindowsFolder]
	Windows フォルダ

	[NetHoodFolder]
	ユーザーごとの My Network Places フォルダ


ファイルのインストール先パスを変更するには、[カスタム ファイルの追加] 一覧からファイルを選択し、[変更] をクリックします。一覧からファイルを削除するには、ファイルを選択し、[削除] をクリックします。複数のファイルを選択するには、Shift + Ctrl キーを押しながらクリックします。
Office のインストールにファイルを追加する場合は、次の点に注意してください。
· セットアップ カスタマイズ ファイルを保存して OCT を終了すると、セットアップ カスタマイズ ファイルにファイルがコピーされます。サイズの大きいファイルを追加するとカスタマイズ ファイルが大きくなり、作成に時間がかかります。 

· セットアップ カスタマイズ ファイルに記述されているファイルの内容を変更した場合は、OCT でセットアップ カスタマイズ ファイルを開いて、[カスタム ファイルの追加] 一覧から該当するファイルを削除し、再度、変更したファイルを追加して保存する必要があります。 

· Office を削除、修復、または再インストールすると、カスタム ファイルも同時に削除または再インストールされます。インストール後にカスタム ファイルの内容を変更した場合は、該当するファイルの再インストールは行われません。 

[ファイルの削除]
Office をインストールするときに、コンピュータからファイルを削除します。
インストール中にコンピュータから削除するファイルの一覧を作成するには、[追加] をクリックし、一覧に追加するファイルのパスと名前を入力して [OK] をクリックします。パスの指定は、ドライブ レター、UNC パス、または次の表に示す特別なフォルダ名で始まる文字列にする必要があります。
	[INSTALLLOCATION]
	Office のインストール先フォルダ

	[AppDataFolder]
	ユーザーごとの Application Data フォルダ

	[CommonFilesFolder]
	Program Files\Common Files フォルダ

	[ROOTDRIVE]
	Office のインストール先ドライブ

	[PersonalFolder]
	ユーザーごとの My Documents フォルダ

	[ProgramFilesFolder]
	Program Files フォルダ

	[SystemFolder]
	Windows System32 フォルダ

	[WindowsFolder]
	Windows フォルダ

	[NetHoodFolder]
	ユーザーごとの My Network Places フォルダ


パスまたはファイル名を変更するには、[カスタム ファイルの削除] 一覧からファイルを選択し、[変更] をクリックします。一覧からファイルを削除するには、ファイルを選択し、[削除] をクリックします。複数のファイルを選択するには、Shift + Ctrl キーを押しながらクリックします。
注 [カスタム ファイルの削除] 一覧のファイルは、[カスタム ファイルの追加] 一覧のファイルがインストールされる前にコンピュータから削除されます。このため、既存のファイルを削除し、新しいバージョンのファイルで置き換えることができます。ただし、削除対象ファイルの名前または内容が変更されている場合は、同じ名前のファイルを追加しても置き換えは行われません。
[レジストリ エントリの追加]
Office をインストールするときに、レジストリ エントリを追加または変更します。
コンピュータに追加するレジストリ エントリの一覧を作成するには、[追加] をクリックし、レジストリ エントリごとに次の項目を指定します。
[ルート] - 追加または修正するエントリを含むブランチを選択します。HKEY_CURRENT_USER ではユーザーごと、HKEY_LOCAL_MACHINE ではコンピュータごとに設定が適用されます。HKEY_USERS、または HKEY_LOCAL_MACHINE のルートにはレジストリ エントリを追加できないことに注意してください。 

[データ型] - レジストリ値のデータ型を選択します。 

[キー] - エントリが格納されるサブキーを入力します。例: Software\Microsoft\Office\12.0\Common 

[空のキーを作成] - 値の名前または値のデータが含まれないレジストリ エントリを追加するには、このチェック ボックスをオンにします。レジストリ エントリの有無で設定が行われる場合に使用します。 

[値の名前] - 新しいレジストリ エントリの名前を入力します。値のデータのみ設定し、このフィールドを空にした場合、"<Default>" という名前が割り当てられます。1 つのキーで使用できる <Default> 値名は 1 つのみです。 

[値データ] - 新しいレジストリ エントリに格納するデータ (値) を入力します。[データ型] で指定した型に一致している必要があります。 

エントリの内容を変更するには、一覧からエントリを選択して、[変更] をクリックします。エントリを削除するには、一覧からエントリを選択して、[削除] をクリックします。レジストリ ファイル (REG ファイル) からエントリ セットを追加するには、[インポート] をクリックします。REG ファイルのエントリが一覧のエントリと重複する場合は、既存のレジストリ エントリを上書きするかどうかの確認を求められます。
注 このセクションでカスタマイズしたレジストリ エントリは OCT の他の設定より優先されることがあります。Office のユーザー インターフェイスで直接設定できず、OCT の他の方法でも設定できないオプションをカスタマイズする場合にこのセクションを使用してください。
[レジストリ エントリの削除]
Office をインストールするときに、コンピュータから特定のレジストリ エントリを削除します。
コンピュータから削除するレジストリ エントリの一覧を作成するには、[追加] をクリックして、レジストリ エントリごとに次の項目を指定します。
[ルート] - 削除するエントリが含まれているブランチを選択します。 

[キー] - エントリが格納されている完全サブキー名を入力します。例: Software\Microsoft\Office\12.0\Common 

[値の名前] - 削除するレジストリ エントリの名前を入力します。値のエントリも含めてサブキー全体を削除するには、このフィールドを空にします。 

注 ユーザーが Office を削除、修復、または再インストールすると、カスタム レジストリ エントリも同時に削除または再インストールされます。
[ショートカットの構成]
インストール済み Office アプリケーションへの既定のショートカットを変更、または削除します。また、2007 Office system と共にインストールされるファイル、またはコンピュータの既存のファイルへのショートカットを追加します。
ショートカットを追加するには、[追加] をクリックし、[ショートカット エントリの追加/変更] ダイアログ ボックスで次の項目を指定します。
[ターゲット] - ショートカットを設定するアプリケーションを指定します。定義済みのアプリケーション キーワードを選択するか、ショートカットが示すファイルの名前とパスを入力します。アプリケーション キーワードを選択した場合、その他のボックスは自動的に入力されます。一覧にある名前は、OCT の [機能のインストール状態の設定] ページで選択した機能と、[ファイルの追加] ページでインストール対象として追加したカスタム ファイルに対応しています。空白文字が含まれている名前とパスを入力する場合は、文字列全体を二重引用符 (") で囲む必要があります。アプリケーションに対するコマンド ライン オプションは、後述する [引数] フィールドで指定できます。 

[場所] - ショートカットを作成するフォルダを指定します。定義済みのフォルダ キーワードを選択するか、ショートカットの名前とパスを入力します。サブフォルダを指定する場合は、円記号 (\) に続けてサブフォルダの名前を入力します。たとえば、Microsoft Office Word 2007 のショートカットを、[スタート] メニュー - [プログラム] フォルダの [Microsoft Office] サブフォルダに作成する場合は、<StartMenu\Programs> を選択し、サブフォルダ名を追加して、「<startmenu\programs>\Microsoft Office」と指定します。 

[名前] - ショートカットの名前を任意の文字列で指定します。 

[開始する場所] - アプリケーションの既定の実行フォルダをパスで指定します。このボックスを空にした場合は、対象ファイルが置かれたフォルダが既定のフォルダに設定されます。有効なパスではない場合は、ショートカットを使用したときにエラー メッセージが表示されます。たとえば、Microsoft Office Word 2007 のショートカットを、[スタート] メニュー - [プログラム] フォルダの [Microsoft Office] サブフォルダに作成する場合は、「<startmenu\programs>\Microsoft Office」と指定します。 

[引数] - コマンド ラインでアプリケーションに渡される引数を入力します。 

[ショートカット キー] - アプリケーションまたはファイルに対する追加のキーボード ショートカットを入力します。 

[実行] - アプリケーションまたはファイルを実行するときのウィンドウの種類を、[通常のウィンドウ]、[最小化]、[最大化] の中から選択します。 

[アイコンの変更] - ショートカットに別のアイコンを表示する場合に指定します。 

ショートカットの内容を変更するには、一覧から該当するショートカットを選択して [変更] をクリックし、[ショートカット エントリの追加/変更] ダイアログ ボックスで設定を編集します。
一覧からショートカットを削除するには、該当するショートカットを選択し、[削除] をクリックします。
注 カスタム アプリケーションまたはカスタム ファイルに対するショートカットを追加した場合は、Office system を変更、修復、再インストール、または削除しても、そのショートカットは更新、削除されません。
[Outlook]

[Outlook] セクションでは、Microsoft Office Outlook 2007 の既定のプロファイルをカスタマイズしたり、Office Outlook 2007 および Microsoft Exchange Server 2007 のオプションを設定することができます。
[Outlook プロファイル]
Outlook の既定のプロファイルをカスタマイズします。既定のプロファイルは Windows レジストリに登録される値のセットで、ユーザー固有の情報が定義されています。Outlook プロファイルには複数の電子メール アカウントを登録できます。ユーザーは複数の Outlook プロファイルを使い分けることができますが、セットアップ カスタマイズ ファイルで構成できるプロファイルは 1 つのみです。
[既存のプロファイルを使用] - コンピュータに構成されている既存のプロファイルを使用します。Outlook を初めて実行したときには、ユーザーにプロファイルを作成するかどうかをたずねます。このオプションをオンにすると、[Outlook] セクションの他の項目は無効になります。
[プロファイルの変更] - コンピュータの既定のプロファイルを変更する、または、指定した名前のプロファイルで変更を定義します。既定のプロファイル、または指定した名前のプロファイルが存在しない場合は、Outlook セクションのその他の項目で選択したオプションに基づいてプロファイルが作成されます。このとき、既定のプロファイル名 (Outlook)、または、指定したプロファイル名が使用されます。 

[新しいプロファイル] - コンピュータに新しいプロファイルを作成し、既定のプロファイルに設定します。既存のプロファイルは削除されず、必要に応じて使用できます。[プロファイル名] ボックスに名前を入力します。この名前は Outlook の [電子メール アカウント] ダイアログ ボックスに表示されます。Outlook では、[Outlook] セクションの他の項目で選択したオプションに基づいて、プロファイルが作成されます。
[PRF の適用] - Outlook プロファイル ファイル (PRF ファイル) をインポートし、新しい既定のプロファイルを定義します。このオプションを選択すると、[Outlook] セクションの他の項目は無効になりますが、PRF ファイルの設定は OCT に反映されません。Office Outlook 2007 用に作成したプロファイルはすべて使用できます。プロファイルを指定するには、[次のプロファイル (PRF ファイル) を適用] ボックスにプロファイルの名前とパスを入力します。旧バージョンの Outlook 用に作成した PRF ファイルも Office Outlook 2007 にインポートできます。ただし、使用できるのは MAPI サービスに関する定義のみが含まれるプロファイルです。 

ユーザーに管理者権限がないロックダウンされたコンピュータに Office をインストールした場合、ユーザーは Office のインストール後に Outlook プロファイルを構成することはできません。 

[Exchange 設定の指定]
Microsoft Exchange に関する設定を新しい Outlook プロファイルで構成する、または既存のプロファイルを変更して構成します。
[Exchange Server 接続]

Exchange Server 接続に関する設定を新しいプロファイルで構成する、または既存のプロファイルを変更して構成します。
[Exchange Server 接続を構成しない] - コンピュータにプロファイルが存在しない場合は、Outlook の初回実行時に、プロファイルとアカウント情報の入力をユーザーに求めます。 

[Exchange Server 接続を構成する] - 新しい Exchange Server 接続の設定を構成するか、既存の Exchange Server 接続設定を置き換えます。次の項目を設定できます。
· [ユーザー名] - ユーザーを識別する文字列です。特定の値、または置き換え可能なパラメータを指定できます。"%USERNAME%" (既定値) を指定した場合は、Outlook の実行時にユーザーに選択肢を示さずに、ログイン名をユーザー名として使用します。 

· [Exchange Server] - Exchange サーバー名を入力します。Outlook を実行するときに利用できる可能性が高いものを指定してください。Outlook の初回実行時に、ユーザーにとって適切な Exchange サーバー名に置き換えられます。「Exch-2-Srvr」のように、サーバー名を入力します。円記号 (\\)、またはその他の構文を含めることはできません。 

· [Exchange Server 接続が存在する場合は、既存の Exchange 設定を上書きする] - ユーザーのプロファイルに設定された既存の Exchange Server アカウントをこのアカウントに置き換えるには、このオプションをオンにします。 

[Exchange キャッシュ モード]
次のオプションを使用し、Exchange メールボックスのローカル コピーの使用に関して、ユーザーの Outlook プロファイルを構成します。
[Exchange キャッシュ モードを構成しない] - 既定では、Exchange メールボックスは Exchange サーバーからアクセスできます。ユーザーのコンピュータでオフライン ストア ファイル (OST ファイル) にキャッシュを作成しません。 

[Exchange キャッシュ モードを構成する] - OST ファイルを作成するか、既存の OST ファイルを使用します。ユーザーは Exchange メールボックスのローカル コピーを使用します。[Exchange キャッシュ モードを使用する] をオンにすると、Exchange キャッシュ モードを構成して次のオプションを選択できます。 

[ヘッダーのみをダウンロードする] - ユーザーの Exchange メールボックスからヘッダーのコピーのみをダウンロードします。 

[ヘッダーに続いてアイテム全体をダウンロードする] - ユーザーの Exchange メールボックスからヘッダーのコピーをダウンロードした後に、メッセージのコピーをダウンロードします。 

[アイテム全体をダウンロードする] - ユーザーの Exchange メールボックスからメッセージ全体のコピー (ヘッダーと本文) をダウンロードします。 

[低速回線接続ではヘッダーのみをダウンロードする] - 回線速度が遅い場合は、ユーザーの Exchange メールボックスからヘッダーのコピーのみをダウンロードします。 

[パブリック フォルダのお気に入りフォルダをダウンロードする] - パブリック フォルダのお気に入り一覧をダウンロードします。 

[アカウントの追加]
新しい Outlook 電子メール アカウントを、ユーザーのプロファイルに追加します。
[Outlook プロファイルとアカウント情報をカスタマイズしない]
新しい Outlook プロファイル、または変更した Outlook プロファイルにアカウントを追加しません。
[Outlook プロファイルとアカウント情報をカスタマイズする]
新しいアカウント情報を、新しい Outlook プロファイルに指定するか、既存のプロファイルを変更して指定します。Outlook の初回実行時に、このページの情報を含めてウィザードで指定した設定に基づき、プロファイルが作成されます。
Outlook プロファイルにアカウントを追加するときに、ウィザードでは次の項目を指定できます。
· 一覧にアカウントを追加するには [追加] をクリックします。セットアップ カスタマイズ ファイルでこのアカウントを設定するには、[次へ] をクリックし、[アカウント設定] ダイアログ ボックスに情報を入力します。 

· アカウント情報を変更するには、一覧でアカウントを選択して [変更] をクリックします。 

· セットアップ カスタマイズ ファイルからアカウントを削除するには、一覧でアカウントを選択して [削除] をクリックします。 

· [新着メールが配信される場所] - Exchange サーバーを構成する、または個人用フォルダ ファイル (PST ファイル) を追加する場合は、このオプションを選択して、新しい電子メール メッセージの配送先を指定します。Exchange サーバーが構成されている場合はそのサーバーが既定の場所になります。Exchange サーバーが構成されていない場合は、ユーザーのコンピュータにある PST ファイルが既定の場所になります。 

· [既定の電子メール アカウント] - ユーザーの既定の電子メール アカウントとして使用するアカウントを選択します。 

アカウントを追加または修正するときに、[アカウントの追加] または [<アカウント>  の設定] ダイアログ ボックスで、アカウントの種類ごとにオプションを設定できます。 

· アカウント名、ユーザー名、メール サーバー、電子メール アドレスなど、アカウントの適切な情報を入力します。 

· その他の構成オプションを設定するには [詳細設定] をクリックします。 

· 設定した内容を保存するには [完了] をクリックします。 

電子メール サービスの重複を避けるため、Outlook では同じ種類のサービスについて複数の新しいアカウントを追加することはできません。たとえば、Outlook ではすべての POP アカウントに一意の名前が指定されているかどうかが確認されます。Outlook では、次の表に示す基準で、既存のアカウントと同じ種類の新しいアカウントを、セットアップ カスタマイズ ファイルに追加できるかどうかが判断されます。
	アカウントの種類
	アカウントの重複
	重複の判断に使用されるデータ

	POP3
	不可
	アカウント名

	IMAP
	不可
	アカウント名

	Hotmail または HTTP
	不可
	アカウント名

	PST
	不可
	PST のファイル名とパス

	Unicode PST
	不可
	Unicode PST のファイル名とパス

	Outlook アドレス帳
	可
	アカウントが存在するかどうか

	個人アドレス帳
	可
	アカウントが存在するかどうか

	LDAP
	不可
	アカウント名

	Exchange
	可
	プロバイダが存在するかどうか


[アカウントの削除と設定のエクスポート]

既存の電子メール アカウントを削除する、または設定を PRF ファイルにエクスポートします。
[電子メール アカウントの削除]

アカウントを削除するオプションは、OCT の [Outlook プロファイル] ページで [プロファイルの変更] を選択した場合にのみ選択できます。
[以下のアカウントがある場合は削除する] - Outlook の初回実行時に Lotus cc:Mail または Microsoft Mail のアカウントを削除するには、該当するアカウントを選択します。 

[プロファイル設定のエクスポート]
PRF ファイルで定義した Outlook プロファイル設定を保存するには、[プロファイル設定のエクスポート] をクリックします。
注 Outlook PRF ファイルを作成するには、OCT で必要な事項を設定し、PRF ファイルにエクスポートする方法が簡単です。Office の展開でセットアップ カスタマイズ ファイルを使用しない場合でもこの方法は便利です。PRF ファイルを編集して、OCT で設定できないその他のカスタマイズを行えます。たとえば、OCT に一覧表示されない電子メール プロバイダを RRF で追加できます。
[送受信グループの指定]
Exchange アカウントとフォルダに対して送信/受信グループを定義し、Outlook での送受信中に各グループで実行するタスクを指定します。送信/受信グループは、複数の Outlook アカウントとフォルダをまとめたものです。Outlook がオンラインかオフラインかに応じて、送信/受信グループに対して異なるオプションを指定できます。
[送受信設定を構成しない] - 送信/受信グループに対する設定を構成しません。Outlook では All Accounts グループのみが構成され、All Accounts グループの既定の設定が適用されます。以前にグループを追加している場合は、Office Outlook 2007 へのアップグレード時に引き継がれます。 

[送受信設定を構成する] - 送信/受信グループの設定を構成します (Exchange アカウントおよびフォルダのみ)。 

[送受信グループ]
· アカウントとフォルダの新しいグループを作成するには [新規作成] をクリックし、グループ名を [新しいグループ名] ボックスに入力します。 

· 送信/受信グループに対するオプションを指定または再定義するには、[変更] をクリックします。 

· グループ名を変更するには、[名前の変更] をクリックします。 

· 既存の送信/受信グループを削除するには、[削除] をクリックします。 

グループの内容を変更するには、[グループの変更] ダイアログ ボックスで次のオプションから選択します。
[この送受信グループのオプションを選択してください] では、次のオプションを選択できます。
[メール アイテムの送信] - このグループの送信/受信を実行するときに、送信トレイからメール アイテムを送信します。 

[メール アイテムの受信] - このグループの送信/受信を実行するときに、メール アイテムを受信します。 

[フォルダのホーム ページをオフラインで使用可能にする] - このグループの送信/受信を実行するときに、フォルダのホーム ページの内容を更新します。 

[フォームの同期] - このグループの送信/受信を実行するときにフォームを同期します。 

この送信/受信グループの [フォルダの変更] でフォルダを選択し、次の項目を指定します。
[このフォルダを送受信に含める] - この送信/受信グループの送信/受信中に更新されるフォルダのセットに、このフォルダを追加します。また、次のオプションを選択できます。
· [ヘッダーのみをダウンロードする] - この送信/受信グループの送信/受信の実行で更新をするときに、このフォルダではヘッダーのみをダウンロードします。 

· [添付ファイルを含むアイテム全体をダウンロードする] - この送信/受信グループの送信/受信の実行で更新をするときに、このフォルダでは電子メール メッセージ (またはその他のアイテム) 全体をダウンロードします。 

· [次のサイズより大きいアイテムについてはヘッダーのみダウンロードする] - メール項目が指定したサイズを超える場合はアイテムのヘッダーのみをダウンロードします。この設定は、この送信/受信グループに対して送信/受信を実行して更新をするときに、このフォルダにのみ適用されます。 

OCT の [送受信グループ設定の指定] ページに戻るには、[OK] をクリックします。
[送受信設定]

一覧から選択した送信/受信グループに対して適用する設定を指定します。選択したグループ名はオプションのラベルに表示されます。Outlook がオンラインかオフラインかに応じて、送信/受信グループに対して異なるオプションを指定できます。
Outlook がオンラインの場合
· [このグループを送受信に含める] - ユーザーが [送受信] をクリックしたときに、このグループで送信/受信アクションが実行されます。 

· [n 分ごとに自動的に送受信を実行する] - 送信/受信アクションを実行する間隔を指定します。 

· [終了時に自動的に送受信を実行する] - Outlook 終了時に、自動的に送信/受信アクションが実行されます。 

Outlook がオフラインの場合
· [このグループを送受信に含める] - ユーザーが [送受信] をクリックしたときに、このグループで送信/受信アクションが実行されます。 

· [n 分ごとに自動的に送受信を実行する] - 送信/受信アクションを実行する間隔を指定します。 

[Exchange アドレス帳]
· [オフライン アドレス帳をダウンロードする] - ユーザーが [送受信] をクリックしたときに、オフライン アドレス帳をダウンロードします。 

· [アドレス帳の設定] をクリックして [アドレス帳の設定の変更] ダイアログ ボックスを開きます。[前回の送受信以降の変更をダウンロードする] をオンにすると、前回のダウンロード以降に更新された部分のみをダウンロードします。また、[全詳細情報] と [詳細なし] のどちらをダウンロードするかを選択できます。 

ファイル形式リファレンス
2007 Office system で使用されるファイル形式の概要
2007 Microsoft Office system では、新しい XML ファイル形式（Open XML Formats）を扱えるようになりました。この XML ファイル形式は信頼性が高く、オープン スタンダードに基づいている点が特徴です。さまざまなデータ ソースから簡単にドキュメントを作成できるため、ドキュメントの構築、データ マイニング、コンテンツの再利用が促進されます。また、2007 Office system と企業の業務システム アプリケーション間のデータ交換も容易です。XML 形式のドキュメントは 2007 Office system を使用しなくても、標準的なツールや技術を使用して作成できます。企業の各部署では、各自が使いやすい環境で、速く、正確に情報を公開、検索、再利用し、生産性を向上できます。
新しい XML 形式は業界標準の XML 技術、ZIP 技術に基づき、さまざまな技術プロバイダが提供する技術との統合が可能です。また、無償ライセンスで提供されます。XML ファイル形式の仕様は今後公開される予定です。業界で広く使用されているオープン技術の Microsoft Office 2003 リファレンス スキーマと同じ無償ライセンスで使用できます。
新しい XML ファイル形式の利点
新しい XML ファイル形式には、開発者、情報技術担当者、ユーザーにとって一様に役立つさまざまな利点があります。以下はその一例です。
· 圧縮による容量の削減: ドキュメントは自動的に圧縮され、条件によっては容量を最大 75% 削減できます。 

· ファイル破損時の影響範囲の限定: モジュール形式でデータが保存されているため、グラフや表など、ファイルのコンポーネントが破損した場合でも、ファイルを開くことができます。 

· ドキュメントの安全性向上: OLE オブジェクト、Microsoft Visual Basic for Applications (VBA) コードなどの埋め込みコードはファイル内の別セクションに格納されるため、簡単に識別して専用の処理を実行できます。IT 管理者は好ましくないマクロまたはコントロールが含まれるドキュメントをブロックでき、ユーザーがドキュメントを開くときの安全性を向上できます。 
· 統合の容易化: 開発者はファイル内のグラフ、コメント、ドキュメント メタデータなどの特定の要素に直接アクセスできます。 

· 透明性と優れた情報セキュリティ: ユーザー名、コメント、変更履歴、ファイル パスなど、個人情報や業務上の機密情報を簡単に識別、削除できるため、機密の漏洩を防止しながらドキュメントを共有できます。 

· 互換性: Microsoft Office 2000、Microsoft Office XP、Microsoft Office 2003 のユーザーは更新プログラムをインストールするだけで、新しい XML 形式のドキュメントを開いたり、編集、保存することができます。 

新しい XML ファイル形式の構造
2007 Office system の XML 形式ファイルはすべて、次の 5 つの要素で構成されています。
· 開始パート: 階層の最上位のパートです。 

· XML パート: ファイルの内容を XML で記述したファイルまたはフォルダです。 

· 非 XML パート: XML で記述されていないパートです。通常は画像または OLE オブジェクトです。 

· 関係パート: パート構造の関係の階層を定義するパートで、通常は他のパートを指します。 

· ZIP パッケージ: 各パートを 1 つのファイルにまとめます。 

開始パート
開始パートは、関係パートの中で階層の最上位になる XML パートで、ファイルの種類を決定します。たとえば、コア コンテナ名が WordDoc の場合、ファイル名の拡張子は .docx となります。
XML パート
2007 Office system で保存した Office XML Formatsのファイルはいくつかの論理パートに分かれ、全体で 1 つのファイルを構成しています。Office Word 2007 では、ファイルが各パートに分割されているため、作成元の Office アプリケーション以外でも簡単に内容を検索、修正できます。
たとえば、開発者がファイルからドキュメント プロパティを削除する場合、プロパティは 1 つのパートに置かれているため、このパートを削除するだけで、ドキュメント コンテナから削除できます。Microsoft Office 2003 でオプションとして提供されていた XML ファイル形式の WordprocessingML の場合、コメントを削除するには、ファイル全体を解析してコメントの内容を表す XML 要素を検索し、削除する必要がありました。新しいファイル形式では、機能に関連するデータがパートに分かれています。コメント、リンク、ヘッダー、フッター、その他のデータは個別のパートになっているため、Word ドキュメント全体を解析せずに削除できます。
非 XML パート
非 XML パートの中身は、一般的に画像または OLE オブジェクトです。バイナリを使用するファイルの種類、または XML を使用しないファイルの種類はすべて、非 XML パートとして扱われます。非 XML パートはほとんどの場合、ドキュメントに添付されるファイルか、埋め込まれるファイルです。Office Word 2007 XML 形式スキーマのドキュメントでは、このような種類のファイルを扱うために Word で使用されるリテラルの関係とスキーマの階層について説明しています。
関係パート
XML パートの一種で、他のパートを指し、パート関係の階層を定義します。最上位の XML パートが関係パートです。データを含み、他のパートを指し示さない XML パートはプリミティブと呼ばれ、通常、コンテンツの種類は "application/xml" となります。
ZIP パッケージ
ZIP パッケージを使用すると、すべてのアプリケーションで次のような利点があります。
· オープン スタンダード: ZIP 圧縮アルゴリズムは、標準規格として明確に仕様が決められています。 

· ファイル容量の削減: 同等のバイナリ ファイルと比較した場合は、一般的にファイル サイズが小さくなります。Office Word 2007 の場合、含まれる画像の数にもよりますが、バイナリ形式に比べて平均して 75% 小さくなります。 

· 信頼性の向上: ファイルの信頼性が向上し、エラーが含まれていても使用できます。従来の形式では、少しでも破損すれば正常に機能しません。 

ZIP パッケージ化するとファイルはバイナリ形式になりますが、WinFX アプリケーション プログラム インターフェイス (API) セットでは、System.IO.Packaging 名前空間のパッケージ形式がネイティブでサポートされます。したがって、開発者はパッケージの伸張や圧縮について特別に意識することなく、この形式のファイルを処理し、論理モデル (パート) を直接操作できるツールを作成できます。
2007 Office system で使用されるファイル名拡張子
Microsoft Office Excel 2007、Microsoft Office PowerPoint 2007、Microsoft Office Word 2007 では、2007 Microsoft Office system で導入された Microsoft Office Open XML Formats に基づき、新しいファイルの種類と拡張子が使用されます。新しいファイル名拡張子は従来の拡張子に基づき、マクロが有効かどうかを区別する文字がファイルに付加されます。たとえば、拡張子 .docx はマクロが無効なファイルで、拡張子 .docm はマクロが有効なファイルであることを示しています。
注 旧バージョンの Office でファイルを使用する場合は、旧 Office アプリケーションで使用されていた .xls、.ppt、.doc などの拡張子で保存することもできます。
2007 Office system の各アプリケーションで使用される拡張子を次の表に示します。太字で示したものは、各アプリケーションの既定の拡張子です。
	アプリケーション
	Office ファイルの種類
	拡張子
	説明

	Word
	Office Word 2007 XML ドキュメント
	.docx
	Office Word 2007 の既定のファイル形式。VBA マクロ コードは保存できません。

	
	Office Word 2007 XML マクロ有効ドキュメント
	.docm
	Office Word 2007 XML ドキュメントと基本的な XML 形式は同じですが、VBA マクロ コードを保存できます。ファイルに VBA マクロ コードが含まれている場合はこのファイルの種類が作成されます。

	
	Office Word 2007 XML テンプレート
	.dotx
	Word テンプレートの既定のファイル形式。ドキュメントのスタイルや書式を保存するときに作成されます。VBA マクロ コードは保存できません。

	
	Office Word 2007 XML マクロ有効テンプレート
	.dotm
	他の Word ドキュメント用にマクロ コードを保存します。マクロ コードが含まれている必要はありませんが、マクロ コードを保存できるよう構成されています。マクロ有効テンプレートで作成した Word ドキュメントでは、テンプレートの VBAProject パートが継承されません。既定では、Office Word 2007 マクロ有効テンプレートで作成した場合にもドキュメントの拡張子は .docx になります。

	
	?
	?
	

	Excel
	Office Excel 2007 XML ブック
	.xlsx
	Office Excel 2007 の既定のファイル形式。VBA マクロ コードまたは Microsoft Excel 4.0 マクロ シート (Excel 4.0 の .xlm ファイル) は保存できません。

	
	Office Excel 2007 XML マクロ有効ブック
	.xlsm
	Office Excel 2007 XML ブックと基本的な XML 形式は同じですが、VBA マクロ コードを保存できます。VBA マクロ コード、または Microsoft Excel 4.0 マクロ シート (Excel 4.0 の .xlm ファイル) が含まれている Office Excel 2007 XML ブックを保存するときに、このファイル形式で保存するかどうかの確認を求められます。

	
	Office Excel 2007 XML テンプレート
	.xltx
	Excel テンプレートの既定のファイル形式。VBA マクロ コードまたは Microsoft Excel 4.0 マクロ シート (Excel 4.0 の .xlm ファイル) は保存できません。

	
	Office Excel 2007 XML マクロ有効テンプレート
	.xltm
	VBAProject パートと Excel 4.0 マクロ シート (Excel 4.0 の .xlm ファイル) を保存できます。このテンプレートで作成したブックでは、テンプレートに含まれる VBAProject パートまたは Excel 4.0 マクロ シートが継承されます。

	
	Office Excel 2007 バイナリ ブック (BIFF12)
	.xlsb
	高速なデータの読み込みと保存ができるファイル形式です。できる限り速いデータ ファイルの読み込みが必要なユーザー向けです。VBA プロジェクト、Excel 4.0 マクロ シート、Office Excel 2007 で使用される新しい機能をすべて使用できます。ただし、XML ファイル形式ではないため、Office Excel 2007 とオブジェクト モデルを使用しない場合、内容へのアクセスと操作には適していません。また、ZIP 圧縮は使用されません。以前の Excel BIFF8 バイナリ ファイル形式と同じセキュリティ上の問題があります。

	
	Office Excel 2007 XML マクロ有効アドイン
	.xlam
	その他のコードを実行するための追加プログラムです。Excel アドインでは、新しい XML ファイル形式でデータが保存されます。Excel XML アドインでは、VBA プロジェクトと Excel 4.0 マクロ シートを使用できます。

	
	?
	?
	

	PowerPoint
	Office PowerPoint 2007 XML プレゼンテーション
	.pptx
	PowerPoint の既定の XML 形式。VBAProject パート (VBA マクロ コードを格納するパート) またはアクション設定を含めることはできません。

	
	Office PowerPoint 2007 マクロ有効 XML プレゼンテーション
	.pptm
	Office PowerPoint 2007 XML プレゼンテーションと基本的な XML 形式は同じですが、VBA マクロ コードを保存できます。VBA マクロ コードが含まれる Office PowerPoint 2007 XML プレゼンテーション ファイルを保存するときに、このファイルの種類を使用するかどうかの確認を求められます。

	
	Office PowerPoint 2007 XML テンプレート
	.potx
	XML ベースの PowerPoint テンプレート。プレゼンテーションに VBAProject が含まれず、アクション設定を使用しない場合に作成されます。

	
	Office PowerPoint 2007 マクロ有効 XML テンプレート
	.potm
	VBA マクロ コードが含まれる Office PowerPoint 2007 XML テンプレートを保存するときに、このファイルの種類を使用するかどうかの確認を求められます。このテンプレートで作成したプレゼンテーションでは、VBAProject とアクション設定が継承されます。

	
	Office PowerPoint 2007 マクロ有効 XML アドイン
	.ppam
	追加プログラムとして実行される XML ベースの PowerPoint プレゼンテーションです。PowerPoint アドインはすべてマクロに対応しています。

	
	Office PowerPoint 2007 XML ショー
	.ppsx
	XML ベースの PowerPoint 自動実行スライド ショー。VBAProject パートを含めることはできません。

	
	Office PowerPoint 2007 マクロ有効 XML ショー
	.ppsm
	VBAProject パートを含む XML ベースの PowerPoint スライド ショー。自動実行スライド ショーに VBA マクロ コードが含まれている場合に作成されます。


2007 Office system の互換モード
互換モードを使用すると、2007 Microsoft Office system のアプリケーションは、可能な限り旧バージョンと同じ動作になります。このため、2007 Office を使用しているユーザーと、旧バージョンの Office system を使用しているユーザー間で、簡単にドキュメントを共有して共同作業ができます。
Word の互換モード
Microsoft Office Word 2007 の互換モードでは、Word 2000、Word 2002、Word 2003 で作成したドキュメントをシームレスに扱えます。Office Word 2007 ドキュメントを互換モードで開いたときの表示と動作は、旧バージョンの Word とほぼ同じです。
画像、図表、グラフに関する新機能は Office Word 2007 で新しく作成したドキュメントに適用されるため、旧バージョンの Word で作成したファイルを互換モードで開き、保存した場合でも、画像コンテンツが自動的に更新されることはありません。これは、新しい機能でレイアウトが変更される可能性を最小限に抑えるための措置です。また、一部の新機能は互換モードでは使用できません。このような機能は無効になっているか、画面上で灰色表示になっており、実行できません。
機能が無効になっているため、旧バージョンの Word で作成したファイルを開くときに不一致に関する問題が発生する可能性を最小限に抑えられます。無効になった機能にマウス カーソルを合わせるとツールヒントが表示され、機能が無効になっていることと、ドキュメントを更新して制限モードを終了する方法が示されます。無効になっている機能は、引用機能、スマート プレースホルダなど以前のファイル形式では保存できないもの、または、数式、画像など、表示が大きく変更されるか、適切に編集できないものです。
Word 2007 の互換モードでは、新しい形式に更新できるオブジェクトであっても、元のデータ構造のままでドキュメント中に埋め込まれます。これは、旧バージョン (Word 2000、Word 2002、Word 2003) で表示したときのドキュメントのレイアウトを維持するために必要な処理です。この設計により、Office Word 2007 でドキュメントを開いて印刷したときと、このドキュメントを作成した元のバージョンの Word で印刷したときの結果が同じになります。
互換性の維持については、さらに細かい点にも配慮しています。たとえば、Office Word 2007 のみ使用できるオブジェクトを貼り付けようとすると、旧バージョンの Word でサポートされている形式の図形、グラフ、図表、画像などに変換されます。
複数のバージョンの Word を併用している環境では、互換モードに切り替えて、旧バージョンではサポートされていない新機能を使用せずに、新しい Word XML 形式へ移行できます。このため、ビジネス ユースなどで、これまでに作成したドキュメントのレイアウトを変更せずに、ファイル サイズの削減、セキュリティ向上、XML 標準への準拠など、新しいファイル形式の利点を生かすことができます。また、旧バージョンを使用しているユーザーと共同作業をする場合は、旧バージョンでサポートされている機能だけを使用する編集環境に設定し、相手側でファイルを開いた場合にレイアウトなどの変更が起きないようにできます。
互換モードへの切り替え
Word では、次の条件とイベントで自動的に互換モードが有効になります。
· 以前の形式のファイルを開いた場合。.doc、.xml (Word 2003 で保存したもの)、.dot ファイルなど。 

· 完全アップグレード済みの Word XML 形式ドキュメントを、以前のファイル形式 (Word 97 ～ Word 2003) で保存する場合。 

· 互換モード フラグが [オン] に設定されている Word XML 形式の .docx ファイルを開いた場合。 

· [ツール] - [オプション] - [互換性] で、[機能の無効化] オプションをオンにした場合。 

· 以前のファイル形式のテンプレート (.dot) を使用して新しいドキュメントを作成した場合。 

· 互換モード フラグが [オン] に設定されている Word XML 形式のテンプレート (.dotx) を使用して新しいドキュメントを作成した場合。 

· 管理者がグループ ポリシー設定を使用して、互換モードの使用を設定している場合。 

互換モードへの切り替えは、開いたり保存したりするファイルの種類とも関連しています。互換モードが有効になったときは、以前のバージョンの Office でもそのファイルを扱えるように新しい機能は無効になります。たとえば図表は、機能が少ない以前のバージョンの形式になります。また、ファイルを保存するときに、数式は画像に変換されます。機能が無効になったときは、互換性の確認が表示され、ファイルの保存時に無効になる、または機能が制限される項目があれば通知されます。切り替えをキャンセルして新しい機能を有効にすることもできますが、その場合は、2007 Office system の XML 形式で保存する必要があります。
互換モードの解除
互換モードを解除する方法は何通りかあります。互換モードを解除すると、無効になっていた機能は自動的にすべて有効になります。Office Word 2007 では画像描画エンジンが新しくなっているため、特に画像が含まれるファイルを更新する場合は、ドキュメントのレイアウトが変更される可能性があります。ただし、Word のワークスペースでのドキュメント表示と印刷出力については、大きな違いが現れないように設計されています。
互換モードは次の操作で解除できます。
· 以前のファイル形式のドキュメントを以前の形式で保存する。 

· [ファイル] メニューの [アップグレード] をオンにする。 

· [ツール] - [オプション] - [互換性] で、[機能の無効化] チェック ボックスをオフにする。 

· 互換モードをオフに設定した新しい Word XML ファイル形式テンプレート (.dotx) を使用して、新しいファイルを作成する。 

互換モードに切り替えたときに影響がある機能
Office Word 2007 の新機能のすべてが、互換モードにしたときに影響を受けるわけではありません。影響がある機能は、大きく次の 2 種類に分けられます。
· 機能の一部は有効で、動作が異なるもの。 

· 互換モードでは使用できず、有効にするにはドキュメントのファイル形式を Word XML 形式にアップグレードする必要があるもの。 

新機能および改良された機能のうち、互換モードでは機能の一部が有効で、動作が異なるものは次のとおりです。
· 画像、図形 - ファイル内の画像はすべて、旧バージョンの機能のみがサポートされます。画像要素の挿入と貼り付けは可能ですが、Word 2003 でサポートされる形式に変換されます。
· 図表 - ファイル内の図表はすべて、旧バージョンの機能のみがサポートされます。図表の挿入と貼り付けは可能ですが、Word 2003 でサポートされる形式に変換されます。
· グラフ - ファイル内のグラフはすべて、旧バージョンの機能のみがサポートされます。グラフの挿入と貼り付けは可能ですが、Word 2003 でサポートされる形式に変換されます。組織図を挿入するコントロールは無効になります。 

· 数式 - 旧バージョンの Word で作成した古い形式の数式エディタ オブジェクトは、互換モードでも影響を受けず、ドキュメントのアップグレードでも影響を受けません。互換モードでも元の形式のまま変更されません。Office Word 2007 で作成した新しい形式の数式オブジェクトは、Word 97 ～ Word 2003 の .doc ファイル形式で保存すると画像に変換されます。ギャラリーから定義済みの数式を挿入したり、他のドキュメントから貼り付けることもできますが、画像として挿入されます。 

· ドキュメント パート - 既存の AutoText エントリおよびフィールドは変更されません。Office Word 2007 で挿入した新しい形式のドキュメント パートを .doc 形式 (Word 97 ～ Word 2003 のファイル形式) で保存すると、静的テキストに変換され、アップグレード後も元に戻りません。ギャラリーからドキュメント パートを挿入する、または貼り付けることもできますが、ドキュメント パートはすべて静的テキストとして挿入され、パート間の区別がつかなくなります。新しいドキュメント パートを作成することはできますが、新しく導入されたドキュメント パート設定 (従来の AutoText エントリ) は使用できません。 

· 文献目録 - Office Word 2007 で挿入した引用を .doc 形式 (Word 97 ～ Word 2003 のファイル形式) で保存すると、静的テキストに変換され、アップグレード後も元に戻りません。引用を挿入する、または貼り付けることもできますが、静的なテキストとして挿入されます。参考文献の作成と管理は可能で、.doc 形式 (Word 97 ～ Word 2003 のファイル形式) で保存しても情報はそのまま残ります。 

互換モードで使用できない機能は次のとおりです。
· スマート プレースホルダ、XML データバインド - Office Word 2007 でファイルに挿入し、.doc 形式 (Word 97 ～ Word 2003 のファイル形式) で保存すると、静的なテキストに変換され、元に戻せません。[開発者] タブにある、プレースホルダ挿入コントロールは無効になります。アップグレードしたドキュメントから以前の Word ファイル (Word 97 ～ Word 2003) に貼り付けると、静的なテキストに変換されます。 

· 数式ゾーン: 数式ゾーンを挿入するための UI コントロールは無効になります。 

· 操作記録 - Office Word 2007 で作成されたドキュメントの既存の操作記録を .doc 形式 (Word 97 ～ Word 2003 のファイル形式) で保存すると、削除と挿入に変換され、元に戻せません。新しい操作も、削除と挿入として記録されます。操作記録が含まれるコンテンツをコピーした場合も、削除と挿入として貼り付けられます。操作記録を有効にするためのエントリ ポイントは無効になっています。 

· マージン タブ - マージン タブを挿入するエントリ ポイントは使用できません。Office Word 2007 でマージン タブをドキュメントに挿入し、.doc 形式 (Word 97 ～ Word 2003 のファイル形式) で保存した場合は削除されます。 

· コンテンツ コントロール 

Excel の互換モード
Microsoft Office Excel 2007 の互換モードでは、旧バージョンの Office system を使用しているユーザーとドキュメントを共有して作業できます。互換モードは、異なるバージョンの Excel を使用して編集している場合でも、それぞれのユーザー エクスペリエンスをできる限り損なわずにブックを共有できることを目的としています。
バージョンによって機能の内容が異なることに注意してください。たとえば、新しいバージョンで導入された機能を、旧バージョンの Excel で直接操作することはできません。これまでもバージョンごとに新しい機能が導入されていますが、異なるバージョンでブックを開いたり保存しても、大きな問題は発生しませんでした。しかし、Office Excel 2007 の新しい機能の一部では、旧バージョンで開いたり、編集したり、データを共有すると、問題が発生する可能性があります。
互換モードは、Office Excel 2007 の機能のうち互換性のないものについては、旧バージョンで使用することを目的としたファイルに保存されない設計になっています。たとえば、Office Excel 2007 以前の Excel はすべて、ワークシートの行数が最大 65,536 行に設定されています。Office Excel 2007 で 10 万行のデータが格納されたワークシートを作成し、旧バージョンの Excel で開いた場合は、65,536 行を超える部分が削除されます。異なるバージョン間でデータを共有しても大きな問題が発生しないように、互換モードでは、旧バージョンと互換性のない機能が無効にされます。
Excel 97 ～ Excel 2003 で作成したブックを Office Excel 2007 で開くと、互換モードが有効になります。モードはブックごとに設定されるため、アクティブなウィンドウに現在表示されているブックのみが互換モードになります。アクティブなウィンドウを Office Excel 2007 のファイル形式で作成したブックに切り替えると、そのブックの編集中は互換モードが自動的に解除されます。
互換モードが有効であっても、Office Excel 2007 の新しい機能の多くを使用できます。互換モードで無効になっている機能をクリックすると、無効になっている理由が表示されます。
無効になる機能
互換モードでは、次に示す Office Excel 2007 の機能が無効になります。機能を無効にすることで、Office Excel 2007 で作成したブックの旧バージョンとの互換性が高くなります。
· 旧バージョンで単一ワークシートに記述できるシート間配列数式の最大数を超えて記述する機能。 

· 旧バージョンでワークシートの単一セルに入力できる文字数の最大値を超える数式を記述する機能。 

· ワークシートの単一セルに入れ子レベル 7 を超える数式を記述する機能。 

· 旧バージョンで 1 つの関数に指定できる引数の最大数を超える数式をワークシートの単一セルに記述する機能。 

· ワークシートの単一セルに演算数が 40 を超える数式を記述する機能。 

· 次の行数および列数を超えるブックを作成する機能。256 列 (Excel 4.0)、65,536 行 (Excel 2000、Excel 2002、Excel 2003)。 

· 単一ブックで、4,500 種類を超えるセルの書式を設定する機能。 

· ピボット テーブルの単一フィールドで 32,500 を超える項目を設定する機能。 

· 文字列長が 255 文字を超えるピボット テーブルの単一項目を設定する機能。 

· 文字列長が 255 文字を超えるピボット テーブルの単一キャプションを設定する機能。 

· フィールド数が 1024 を超えるピボット テーブルの単一フィールド一覧を設定する機能。 

移行リファレンス
Office 2003 から 2007 Office system への移行での変更点
Microsoft Office system 2007 では、多くの機能が変更、削除されるか、または、新しい機能に置き換えられました。詳細については、以下のトピックを参照してください。
注 Microsoft Office Excel 2007、Microsoft Office PowerPoint 2007、または Microsoft Office Word 2007 を展開する場合は、「グラフ作成の変更点」、「Word 2007、Excel 2007、PowerPoint 2007 の変更点」、「2007 Office system の変更点」のトピックも参照する必要があります。
· Access 2007 の変更点
· グラフ作成の変更点
· CMS 2007 の変更点
· Excel 2007 の変更点
· InfoPath 2007 の変更点
· OneNote 2007 の変更点
· Outlook 2007 の変更点
· PowerPoint 2007 の変更点
· Project 2007 の変更点
· Project Server 2007 の変更点
· SharePoint Designer 2007 の変更点
· SharePoint Server 2007 の変更点 
· 2007 Office system の変更点
· Visio 2007 の変更点
· Word 2007 の変更点
· Word 2007、Excel 2007、PowerPoint 2007 の変更点
また、この情報に関する資料はすべて Microsoft Excel 2003 ワークシートの形式で Microsoft ダウンロード センターから取得できます。ワークシートには、変更点の説明、変更理由のほか、項目に応じて Office 2003 から 2007 Office system への移行パスが掲載されています。このワークシートの列で並び替えとフィルタを適用すると、製品の機能ごとに変更点を表示できます。
2007 Office system の変更点
管理者インストール イメージ
説明: 管理インストール イメージはローカル インストール ソースに変更されました。 

変更理由: 管理インストール イメージの維持は困難でした。ローカル インストール ソースを使用すると、更新時のソースの復元に関する問題を回避できます。 

クリップ オーガナイザ: Autoimport
説明: クリップ オーガナイザを初めて実行するときに、[Autoimport] ダイアログ ボックスは表示されません。[ファイル] メニューの [Autoimport] は使用できます。 

変更理由: すべての画像をクリップ オーガナイザにインポートする必要があるかどうかを判断しにくいため、変更されました。 

移行パス: この機能を使用するには、[ファイル] メニュー - [クリップをオーガナイザに追加] - [自動] の順にクリックする必要があります。 

ドキュメント ライフ サイクル: チェック インとチェック アウト
説明: Office 2003 では、ユーザーがクライアントからファイルをチェック アウトした場合、チェック アウトはサーバーで処理されます。2007 Microsoft Office system の既定の動作では、チェック アウトはローカルで処理されます。ユーザーはチェック アウトしたファイルをオフラインで編集し、そのファイルをローカルのコピーからサーバーにチェック インできます。また、新しい機能では、Microsoft Office SharePoint Server 2007 を使用してチェック インを実行できます。クライアントからファイルを最初にチェック アウトする場合は、ファイルがローカルでチェック アウトされることを示すメッセージが表示されます。メッセージにはファイルのチェック アウト先フォルダへのリンクと、フォルダを変更するオプションも表示されます。サーバーでファイルをチェック アウトすることもできます。この場合のチェック アウト動作は、ダイアログ ボックスのいくつかの変更を除いて、Office 2003 のチェック アウトと同じです。 

移行パス: ファイルのチェック アウトでは、以前の方法も使用できますが、ダイアログ ボックスにいくつかの変更点があります。 

ファイル検索
説明: ファイル検索は一部のプログラムのユーザー インターフェイスから削除されました。[ファイル] メニューの [ファイル検索] をクリックしてファイル検索作業ウィンドウを開くことはできません。また、[ファイルを開く] ダイアログ ボックスの [ツール] メニューからこの機能を使用することもできません。新しいバージョンでは Windows XP の検索機能を使用するか、MSN デスクトップ サーチを使用する必要があります。 

変更理由: この機能はほとんど使用されていません。オペレーティング システムの検索機能と MSN デスクトップ サーチはファイル検索機能よりも優れたソリューションです。また、電子メールについては、Office 2007 システムに含まれる Microsoft Office Outlook 2007 の高速検索機能を使用すると、ファイル検索機能よりも優れた検索を実行できます。
移行パス: 電子メールの検索では、2007 Office systemの Office Outlook 2007 で高速な検索機能を使用できます。電子メール以外のファイルを検索するには、オペレーティング システムの検索機能、または MSN デスクトップ サーチを使用する必要があります。 

ヘルプ: アプリケーションの自動修復
説明: [ヘルプ] メニューにある [アプリケーションの自動修復] は 2007 Office リリースでは使用できません。 

変更理由: 新しいバージョンの修復は信頼性と機能が向上しています。 

移行パス: [コントロール パネル] の [プログラムの追加と削除] から Office 製品の修復を実行するか、または、Customer Watson Setup Diagnostics を実行します。 

日本語 IME: 編集スタイル
説明: IME スタンダードとナチュラル インプットの編集スタイルが統合されました。機能は従来と同じです。 

変更理由: 編集スタイルが 2 つあるとわかりにくいため、統合されました。 

日本語 IME: 単語/用例登録
説明: 日本語 IME から単語/用例機能が削除されました。 

変更理由: この機能はほとんど使用されていません。この機能は削除されましたが、IME 変換の機能は向上しています。 

韓国語コンバータ
説明: GS32.CNV、HANA32.CNV、TGWP32.CNF などの古い韓国語コンバータが削除されました。 

変更理由: この機能はほとんど使用されていません。 

バージョン間での機能の状態の統一
説明: Office のインストール時に、バージョン間で機能の状態の統一は行われません。たとえば、2007 Office リリースの一般的なインストールに含まれていない Microsoft Office Word 2007 テンプレートは、Office 2003 で同じ機能がインストールされている場合でも、自動的にインストールされません。
MSI のみのインストール
説明: 2007 Office リリースのインストールには Setup.exe を実行する必要があります。MSI だけではインストールを完了できません。 

ローカル インストール ソース以外のインストール
説明: 2007 Office リリースは、ローカル インストール ソースからのみインストールできます。非圧縮のネットワーク ソース、または管理者インストールイメージからはインストールできません。 

Office プログラムの回復機能
説明: Microsoft Office アプリケーション回復プログラムはインストールされません。新しいバージョンの Office では、応答しないプログラムが自動的に検出され、応答しないプログラムを終了するときは常にドキュメントが回復され、SQM データが収集されます。 

変更理由: ドキュメントの回復はユーザーにとって大きな利益になりますが、ツールの使用方法があまり知られていないため、実際にはほとんど使用されていません。新しい機能ではこの問題が解決されます。これまではユーザーがツールを起動する必要がありましたが、新しいバージョンでは、ドキュメントの回復は自動的に行われ、ユーザーが操作する必要はありません。 

OWC11　(Office Web Component)
説明: OWC11 は Office 2007 システムでは削除され、Microsoft Office Project 2007 にのみ付属しています。また、OWC11 の DataFinder 機能も削除されました。このため、ActiveX コントロールがコンピュータにインストールされている必要がある Web ページやクライアント プログラムで、OWC11 のワークシート、グラフ、ピボット テーブル、またはデータ ソース コントロール機能を使用しているソリューションが影響を受けます。OWC11 ActiveX コントロールのホスト コンテナによって影響は異なります。Web ページの場合は、アイコンが壊れたり、OWC が必要であると通知されることがあります。クライアント プログラムの場合は、実行時エラーまたはその他の通知が表示されることがあります。このような場合には、Microsoft ダウンロード センターから OWC11 をダウンロードできます。Office プログラムで生成される通知メッセージには OWC11 のダウンロード サイトへのリンクが記載されています。Microsoft Office Excel 2007 または Microsoft Office SharePoint Designer 2007 では、OWC を使用した Web ページを作成することはできません。 

変更理由: OWC11 の一部の機能については、Excel のサーバー側機能と連携した Microsoft Windows SharePoint Services (バージョン 3) のような新しい技術と、2007 Office system の新しいグラフ作成コンポーネントで対応できます。これにより、クライアントとサーバーで一貫性が保たれ、軽量の Web フロント エンドを使用できます。 

移行パス: 2007 Office リリースをインストールすると、既定では、旧バージョンの Office はすべて削除されます。ソフトウェアの競合を防止し、共有コンポーネントを最新バージョンで統一することがその目的です。このため、旧バージョンの Office でインストールされた OWC は削除されます。OWC を使用しているドキュメントまたはソリューションがある場合、必要なバージョンの OWC がクライアント コンピュータにインストールされていないと、そのソリューションは正常に機能しません。この場合は次の 3 つの方法で対応できます。
1. 適切なクライアント コンピュータに必要なバージョンの OWC をインストールします。インストールは、以下のいずれかの方法によって行います。
· 企業全体で OWC を使用している場合は、Office カスタマイズ ツールを使用して 2007 Office system のインストールに OWC をチェーンできます。必要なバージョンの OWC (OWC10 または OWC11) は Microsoft ダウンロード センターから入手できます。 

· 企業内の一部で OWC を使用している場合は、必要に応じてユーザーが Microsoft ダウンロード センターから OWC をダウンロードする方法を利用できます。Excel 2003、FrontPage 2003、または Access 2003 で作成され、OWC を必要とする Web ページでは、その Web ページが表示されるときにクライアント コンピュータに OWC が見つからない場合、OWC のダウンロード サイトへのリンクが表示されます。OWC を使用するカスタム ソリューションで、OWC がインストールされていない場合は、同じ手順で OWC が確認され、ダウンロード用のリンクが表示されます。 

2. OWC ベースのドキュメントとソリューションを Excel サービスなどの同等の技術に移行します。移行するかどうかは、ドキュメントまたはソリューションの重要性と使用される期間、および OWC がビジネス上の問題解決にどの程度役立つかによって決まります。 

3. ドキュメントまたはソリューションを今後必要としない場合は、使用を中止します。 

校正ツール
説明: スペル チェック オプションのユーザー インターフェイスは、すべてのプログラムで変更されました。オブジェクト モデルにも同様の変更が加えられています。 

変更理由: これまでは各プログラムで異なるユーザー インターフェイスが使用されていましたが、2007 Office リリースではすべての Office プログラムで同じスペル チェック オプションのユーザー インターフェイスが使用されます。 

レジストリ: Messenger レジストリ キー
説明: HKCU\Software\Microsoft\Office\12.0\Common\PersonaMenu にある Persona メニューの Messenger レジストリ キーは削除されました。インスタント メッセンジャー プログラムの実行中は常に、[インスタント メッセージの送信] が表示されます。 

変更理由: このキーは既定でオンになっているため、外観の変更はありません。 

レジストリ: Phone レジストリ キー
説明: HKCU または HKLM\Software\Microsoft\Office\12.0\PersonaMenu と HKCU\software\policies\microsoft\office\12.0\PersonaMenu にある Persona メニューの Phone レジストリ キーは削除されました。Persona メニューの電話メニュー項目は常に表示されます。 

変更理由: このキーは既定でオンになっているため、外観の変更はありません。 

Setup.exe: ローカル インストール ソース
説明: Office 2007 システムは、ローカル インストール ソースからのみインストールできます。非圧縮のネットワーク ソースまたは管理イメージからはインストールできません。Office 2007 システムのすべてのインストールで Setup.exe が必要です。MSI の直接実行はサポートされません。ローカルでのキャッシュ作成が必要なため、ポリシーを適用したインストールは実行できません。 

Setup.exe: チェーン機能
説明: Setup.exe で、チェーンされた実行可能ファイルを指定する場合は完全修飾パスのみがサポートされます。
変更理由: チェーン機能の信頼性が向上します。 

移行パス: すべての相対パスを完全修飾パスに変更します。 

Ststpkpl.exe
説明: Ststpkpl.exe を 2007 Office system用にダウンロードすることはできません。PivotView Web パーツ、スプレッドシート Web パーツ、QuickQuote Web パーツ、WebClipper Web パーツ、Great Plains DSP、Great Plains ソリューション、SQL DSP、InfoPath テンプレート、Rich Issues List は使用できません。 

変更理由: このダウンロードの主な Web パーツ セットである OWC の使用が推奨されていません。また、Microsoft Business Solutions の機能によって、Great Plains ソリューションが不要になりました。 

移行パス: OWC の移行パスはありません。Great Plains ソリューションについては、Microsoft Business Solutions Center を使用します。QuickQuote Web パーツについては、MSNBC quote Web パーツを使用します。 

Word 2007、Excel 2007、PowerPoint 2007 の変更点
デジタル署名
説明: デジタル署名の機能は次のように変更されました。
· 2007 Microsoft Office system の署名の形式は XMLDSig です。 

· デジタル署名のエントリ ポイントは [ツール] - [オプション] - [セキュリティ] - [デジタル署名] から [ファイル] - [ドキュメントの最終処理] - [署名] に変更されました。 

· 無効な署名は自動的に削除されません。 

· オブジェクト モデルが拡張され、新しいオブジェクト モデルがサポートされます。従来のソリューションもサポートされます。 

· サード パーティ向けの拡張性: サード パーティは独自の署名プロバイダを作成できます。 

· ユーザーは視覚的、直感的な方法で、従来の機能とその他の機能を使用できます。 

変更理由: 以上の変更で、デジタル署名機能がより視覚的になり、簡単に使用できます。ユーザーは、署名の確認が行われた時間と、ドキュメントに署名済みの人物を簡単に確認できます。サード パーティは独自の署名ソリューションを作成できます。
ドキュメント ライフ サイクル: Office 2003 用 Remove Hidden Data (RHD) アドイン ツール
説明: Remove Hidden Dataツール(隠しデータ削除アドイン)に代わって Document Inspector （ドキュメント検査）が導入されました。機能のエントリ ポイントとユーザー インターフェイスが変更されています。新しいインターフェイスでは、複数の検査を実行できるため、ユーザーはドキュメントの削除処理を細かく指定できます。
変更理由: この変更により 2007 リリースに RHD 機能が追加され、ユーザーは別途 RHD をダウンロードする必要がなくなります。この機能は、アクセスしやすい場所にあり、簡単に使用できます。
移行パス: 2007 リリースをインストールします。
ドキュメント ライフ サイクル: バージョン管理
説明: 2007 Office systemにはマイナー バージョン管理が含まれています。ユーザーはシンプル バージョン管理、メジャー バージョン管理、マイナー バージョン管理の中から選択するか、バージョン管理を無効にすることができます。旧バージョンでは、バージョン管理を有効にするか無効にするかを選択できるだけでした。バージョン番号は、たとえば、"2" ではなく "1.2" のように小数点以下の桁数を使用して表されます。
変更理由: この変更により、Windows SharePoint Services と同じバージョン管理機能が 2007 リリースに導入されます。
移行パス: 2007  リリース をインストールします。
IRM: Windows Rights Management クライアント
説明: 2007 Office リリースでは、Windows Rights Management クライアント v. 1.0 はサポートされません。新しいバージョンでは Windows Rights Management クライアント SP1 が必要です。以前の Windows Rights Management クライアントがインストールされていると、新しいバージョンのクライアントのインストールを要求するメッセージが表示されます。新しいバージョンのクライアントがインストールされている場合、外観の変更はありません。
変更理由: Office で必要なセキュリティ関連の修正プログラムと以前の Windows Rights Management クライアントに互換性がありません。
移行パス: 旧バージョンのクライアントを使用している場合は、新しいバージョンへのアップグレードを要求するメッセージが表示されます。新しいバージョンのクライアントは Microsoft ダウンロード センターからダウンロードできます。
校閲者へ送信機能
説明: 校閲者へ送信機能 ([ファイル] - [送信] - [メールの宛先 (校閲用)]) のエントリ ポイントが削除されました。ただし、オブジェクト モデルのエントリ ポイントは残されています。
変更理由: 校閲者へ送信機能の代わりに DLC が導入されました。DLC を使用すると、ワークフローの信頼性が向上します。
移行パス: 校閲者へ送信機能のオブジェクト モデルは継続して使用できますが、最終的には DLC ワークフロー機能へ移行する必要があります。現在の機能では、クライアントのみのプログラムが使用されています。今後もこの機能を使用する場合、Office Server 環境への移行中はアドインを作成してオブジェクト モデルを使用できます。
グラフ作成の変更点
グラフ作成の軸
説明: 既定で目盛りは軸の交差位置に表示されます。旧バージョンでは、ほとんどの言語で目盛りは軸の交差位置に表示されますが、東アジアの言語では軸の内側に表示されます。
変更理由: 新しいバージョンでは一貫性が向上し、東アジア地域のユーザーは必要に応じて設定を変更できます。
移行パス: 必要に応じて、目盛り位置を軸の内側に設定します。 

グラフ機能
説明: 2007 Microsoft Office system では一部のグラフ機能が削除されました。削除された機能を使用しているグラフは、Office 2007 システムでは表示が異なります。オブジェクト モデルのプロパティを使用しているコードは同じように機能しない場合があります。3D グラフ上で棒グラフとグリッド線を 2D で表示する機能、グラフ内の図形に関する Excel 固有の図形プロパティ、グラフに合わせてサイズが変化しないロックされているフォーム コントロールなどの機能が削除されました。
変更理由: この変更により、グラフの表示が改善され、今後追加される機能にも対応します。
コピーと貼り付け
説明: Microsoft Office PowerPoint 2007 または Microsoft Office Word 2007 からグラフをコピーして、Office PowerPoint 2007、Office Word 2007、または Microsoft Office Excel 2007 以外のプログラムに貼り付けると、そのグラフは画像として貼り付けられます。グラフを Office Excel 2007 からコピーする場合は問題が発生しません。
変更理由: グラフは OfficeArt と統合され、OfficeArt プログラムでホストされます。Office Excel 2007 からファイル全体をコピーする場合は、他のプログラムへ貼り付けることができますが、Office PowerPoint 2007 と Office Word 2007 の場合はコピーして貼り付けることができません。
移行パス: Office Excel 2007 にグラフを貼り付けた後、そのグラフを Office Excel 2007 から他のプログラムにコピーします。
Office Excel 2007
説明: 2007 Office systemでグラフを作成するには、Office Excel 2007 がアドバタイズされている必要があります。Office Excel 2007 を所有していないユーザーは、新しいグラフを作成したり、既存のグラフ データを編集することができませんが、既存のグラフの形式については、通常、変更できます。Microsoft Graph は存在しますが、エントリ ポイントは削除されました。スタンドアロン バージョンの Office Word 2007 と Office PowerPoint 2007 では、Office Excel 2007 を所有しているユーザーと協同作業をすることができません。Office Excel 2007 がアドバタイズされていない場合は、[グラフの挿入] ボタンは無効になっています。グラフのコンテキスト エクスペリエンスにある [データの表示] および [データ ソース] ボタンは無効になっています。
変更理由: Office Excel 2007 を使用してグラフを統合すると、Office 2007 システム全体で一貫したグラフを使用できます。Office PowerPoint 2007 および Office Word 2007 の統合グラフはアプリケーション固有の機能ですが、グラフ データは Office Excel 2007 に保存されます。
移行パス: Office Excel 2007 がインストールされている状態で、Office PowerPoint 2007 または Office Word 2007 で開かれたグラフは、自動的にアップグレードされます。Office Excel 2007 がインストールされていない場合は、グラフはアップグレードされません。グラフの作成を有効にするには、スタンドアロンの Office PowerPoint 2007 または Office Word 2007 を Office 2007 システムに切り替えてください。 

グラフ
説明: Office PowerPoint 2007 または Office Word 2007 のグラフ データは、グラフ データシートではなく、Office Excel 2007 に格納されます。
変更理由: グラフは、Office Excel 2007、Office PowerPoint 2007、Office Word 2007 で共有されます。
移行パス: グラフ データは Office Excel 2007 で編集できます。
グラフ
説明: Office PowerPoint 2007 または Office Word 2007 のグラフでデータがない場合は、タイトルまたは凡例が表示されません。Office 2003 では、データがない場合でもタイトルまたは凡例が表示されます。
変更理由: グラフは、Office Excel 2007、Office PowerPoint 2007、Office Word 2007 で共有されます。
グラフ
説明: グラフに Lotus 1-2-3 形式のファイルをインポートできません。
変更理由: ユーザーからのフィードバックでは、この機能はほとんど使用されていません。Lotus 1-2-3 形式ファイルに関するすべてのサポートが Office Excel 2007 では削除されます。
統合
説明: 3-D グラフをグループ解除しても、プロット エリア全体は 1 つのグループのまま残ります。
変更理由: グラフはリアルな 3-D で描画されます。リアルな 3-D で描かれた内容をグループ解除して、2-D 図形の集合にすることはできません。
移行パス: OfficeArt にあってグラフにない機能を適用する場合は、一般的にグラフのグループ解除が使用されていましたが、新しいバージョンでは、このような機能の多くをグラフ内で直接適用できます。また、Microsoft Graph を使用することも可能です。
ユーザー インターフェイス
説明: グラフのユーザー インターフェイスは完全に再設計されました。
変更理由: フィードバックを検討した結果、以前のユーザー インターフェイスはわかりにくいと判断されました。グラフは OfficeArt と統合され、ユーザー インターフェイスはできる限り OfficeArt と一貫性を持つように設計されています。Office Excel 2007、Office PowerPoint 2007、Office Word 2007 のユーザー インターフェイスが変更されたため、それに合わせてグラフも変更されています。
移行パス: 以前のトピックと新しいトピックの対応については、ヘルプを参照してください。グラフのダイアログで dialog.show を使用しているマクロについては、再作成が必要になることがあります。
ユーザー インターフェイス
説明: グラフのユーザー インターフェイスは完全に再設計されました。
変更理由: フィードバックを検討した結果、以前のユーザー インターフェイスはわかりにくいと判断されました。グラフは OfficeArt と統合され、ユーザー インターフェイスはできる限り OfficeArt と一貫性を持つように設計されています。
移行パス: 以前のトピックと新しいトピックの対応については、ヘルプを参照してください。
ユーザー インターフェイス
説明: 新しいバージョンでは、グラフを選択したときに自動的に前面に表示されません。
変更理由: OfficeArt の他の機能と動作を統一するために変更されました。
レイアウト
説明: 図形を含むグラフのサイズを変更したときの動作は Office 2003 と異なります。
変更理由: グラフが OfficeArt と統合されたため、Office 2003 のグラフの動作を実装できませんでした。
凡例
説明: 系列に名前が割り当てられていないグラフでは、凡例の系列名が、"Series1"、"Series2" のように表示されます。
変更理由: 旧バージョンでは、グラフとユーザー インターフェイスで、グラフの系列名にさまざまな文字列が使用されていました。新しいバージョンでは、これらの文字列が統一されています。
移行パス: 系列名が凡例またはグラフ上のその他の場所に表示される場合、系列の名前を設定します。
プログラミング
説明: OfficeArt を基にした新しい書式設定オブジェクトをグラフで使用できます。以前の書式設定オブジェクトとプロパティは非表示に設定され、使用は推奨されていません。非表示、非推奨のオブジェクトとプロパティは、"境界"、"キャプション"、"文字"、"塗りつぶし"、"フォント"、"水平方向の配置"、"内部"、"方向"、"ReadingOrder"、"影付き"、"垂直方向の配置" の各プロパティと、ChartFillFormat オブジェクトおよび ChartColorFormat オブジェクト、3-D グラフ プロパティなどです。
変更理由: グラフは OfficeArt と統合され、オブジェクト モデルも OfficeArt に合わせて変更されました。
移行パス: すべての書式設定機能を使用するには、新しいオブジェクトとメソッドに移行します。一覧のオブジェクトとメソッドは現在も使用できますが、将来のバージョンでは削除される可能性があります。
プログラミング
説明: Excel 2003 のオブジェクト モデルの一部のプロパティでは、オブジェクトのコレクションの設定値が混在している場合は、Null 値が返されました。Office Excel 2007 のプロパティでは、そのコレクションの既定の設定値が返されます。たとえば、自動データ ラベルとカスタム データ ラベルが混在している場合は、DataLabels.AutoText で False が返されます。凡例のフォントが混在している場合は、Legend.Font.Name ですべての新しい凡例エントリに適用されるフォント名が返されます。
変更理由: この変更により、オブジェクト モデル内部の一貫性が向上します。さらに、戻り値 Null を処理するコードが不要になるため、オブジェクト モデルを簡単に使用できます。
移行パス: このプロパティを使用しているマクロを変更して、値が混在している場合に検出できるようにします。
プログラミング
説明: Chart.ChartGroups 以外の ChartGroups を返すグラフ プロパティは推奨されません。
変更理由: これらのプロパティはほとんど使用されていません。また、使用するとオブジェクト モデルが非常に複雑になり、わかりにくくなります。
移行パス: マクロを変更して、代わりに Chart.ChartGroups を使用します。必要に応じて、ChartGroups で正しいグラフの種類を検索します。
プログラミング
説明: Excel 97 以降、Excel 5.0 の図形用の VBA オブジェクト モデルは非表示になっています。新しいバージョンでは、このオブジェクト モデルをグラフ上の図形で使用することはできません。
変更理由: この機能は旧バージョンでは非表示になっています。
移行パス: Excel 97 で導入された図形オブジェクト モデルを使用します。
ビジュアル
説明: 3D グラフのパターン塗りつぶしは 3D グラフの表面に描画されます。旧バージョンでは、塗りつぶしは画面に対する表面の角度に関係なく描画されます。
変更理由: 新しいバージョンでは、グラフはリアルな 3D で描画されます。このため、視覚的な錯覚を利用した描画はできません。
移行パス: パターン塗りつぶしは他の種類の塗りつぶしに変更できます。または、グラフを 2D のグラフに変更できます。
ビジュアル
説明: 3D グラフには適切な陰影が付けられます。このため、色は旧バージョンと正確に一致しない場合があります。
変更理由: 新しいバージョンでは、グラフはリアルな 3D で描画されます。
ビジュアル
説明: 旧バージョンでは、データ ラベルに凡例マーカーを表示できましたが、新しいバージョンでは、この機能はサポートされません。
変更理由: 2007 Office リリースではこの機能を実装できませんでした。
ビジュアル
説明: 2007 Office リリースでは、(y) 軸の目盛りが [自動] に設定されているグラフで、目盛りが変更される場合があります。
変更理由: 新しいバージョンのグラフでは OfficeArt の文字列が使用されます。このため、文字列のサイズと折り返しに関する情報が軸目盛りの設定に適用されます。
移行パス: 必要に応じて、目盛りを固定値に設定します。
ビジュアル
説明: Office Excel 2007 では、グラフの色とその他の書式設定の既定値が変更されます。ただし、Excel 2003 でグラフを開く場合は変更されません。
変更理由: Office Excel 2007 の既定の書式設定は、ドキュメントのテーマおよび個別のグラフのスタイルに応じて設定されます。この変更の結果、ドキュメントの他の部分と調和した視覚的に目を引くグラフを作成できます。さまざまな書式設定を変更する必要はありません。
移行パス: グラフを作成するマクロでは、以前と異なる結果になります。多くの場合、新しいグラフでは見栄えが向上し、好ましい結果が得られます。以前と同じ表示にする必要がある場合は、マクロを修正する必要があります。
ビジュアル
説明: Office Excel 2007 では、グラフの既定のサイズが変更されました。
変更理由: Office Excel 2007 の既定のレイアウトは、既定の状態でグラフの見栄えが良くなるように設計されています。
移行パス: グラフは、任意のサイズに変更できます。
ビジュアル
説明: グラフ上の文字列の折り返しは旧バージョンでの折り返しと異なる場合があります。文字列の折り返しが変更されたことで、ごくまれに、以前は文字列が重ならなかった場所で文字列が重なる場合があります。また、以前は文字列が切り詰められ、省略 (...) 記号が付けられていた部分で、切り詰めが行われない場合もあります。
変更理由: ユーザーのフィードバックでは、画面と印刷されたページで文字列が同じように表示されることが求められています。また、2007 Office リリースのあるプログラムから別のプログラムにグラフを移動したとき、グラフ内の文字列の表示が変更されないことが要望として挙げられています。新しいバージョンでは、グラフで OfficeArt 文字列が使用されます。OfficeArt 文字列は、画面とプリンタ、およびプログラム間で一貫性があります。
移行パス: 2007 Office リリースでは、グラフは Office 2003 のグラフとできる限り一致するように描画されます。ピクセル単位で正確なグラフ レイアウトが必要なマクロでは、旧バージョンとは若干異なる結果になる場合があります。
ビジュアル
説明: 境界線付きの円柱グラフと円すいグラフの表示が変更されます。旧バージョンの Excel では、円の縁だけでなく円柱と円すいの輪郭も描画されます。境界線のみで、塗りつぶしされていない円すいまたは円柱は表示されない場合があります。
変更理由: 新しいバージョンでは、リアルな 3-D でグラフが描画されるため、円形の図形に輪郭を描画できません。
ビジュアル
説明: 新しいバージョンのグラフでは、ラスタ フォントおよびプリンタ フォントがサポートされません。TrueType フォントと PostScript フォントはサポートされます。
変更理由: グラフは OfficeArt と統合されました。このため、新しいバージョンでは、ラスタ フォントとプリンタ フォントのサポートを実装できませんでした。また、ラスタ フォントとプリンタ フォントはほとんど使用されていません。
移行パス: ファイルを変更して TrueType フォントを使用します。ラスタ フォントまたはプリンタ フォントを使用するように構成されているファイルは、類似の TrueType フォントを使用して描画されます。
ビジュアル
説明: Office Excel 2007 では、負の値を持つ 3-D 積み上げ面グラフまたは 100% 積み上げ面グラフの表示が変更されます。
変更理由: 新しい動作では、他の種類の積み上げグラフとの一貫性が向上します。
移行パス: Excel 2003 の動作を再現するには、負の数字を正の数字に変更します。 

Access 2007 の変更点
データ アクセス ページ (DAP)
説明: Microsoft Office Access 2007 では、データ アクセス ページ (DAP) を設計したり、DAP を開くことはできません。DAP は Internet Explorer で開かれます。
変更理由: DAP は ActiveX 技術に基づいているため、簡単に拡張できません。より優れた代替技術があるだけでなく、DAP には重大なセキュリティ リスクが残されています。この変更により、ユーザー インターフェイスが簡略化され、セキュリティが向上します。
Import RunCommand

説明: DoCmd.RunCommand acCmdImport と Import RunCommand マクロはサポートされません。このオブジェクト モデル、または RunCommand マクロを呼び出すと、エラーメッセージが表示されます。代わりに、より特化した ImportAttach… コマンドを使用します。
Snapshot Viewer

説明: Snapshot Viewer は Office Access 2007 には付属しません。
移行パス: Snapshot Viewer は Office Online からダウンロードできます。
ユーザー インターフェイス: 従来のエクスポート形式とインポート形式
説明: ASP および IDC/HTX にエクスポートするためのユーザー インターフェイスは削除されました。Lotus 1-2-3/DOS (*.wj*) と Exchange からインポートするためのユーザー インターフェイスも削除されました。ただし、オブジェクト モデルを使用して、これらのファイル形式をインポートまたはエクスポートできます。
GUID ベース URL
説明: GUID ベースの URL は使用できません。
ライブ モード
説明: 匿名ユーザーによるライブ モードでのサイト閲覧機能はサポートされません。ユーザーはサイトに関する権限に応じてサイトを閲覧できます。匿名ユーザーが閲覧を制限されているサイトを閲覧するには、必要な権限を持つユーザーとしてログインする必要があります。
CMS 2007 の変更点
Publishing API

説明: CMS 2002 Publishing API 全体が削除され、代わりに新しい Microsoft Office SharePoint Server 2007 API が導入されています。 

Excel 2007 の変更点
Analysis ToolPak (ATP): 関数の戻り値
説明: ATP 関数の代わりになる Microsoft Office Excel 2007 のビルトイン関数で、計算としては正しい、若干異なった戻り値が返されることがあります。詳細については以下の説明を参照してください。他のビルトイン関数の内部ルーチンを使用して三角関数演算の計算をするため、以下の関数では、特定の入力に対する戻り値として、計算としては正しい、若干異なった結果が返されます。
· BESSELI
· BESSELJ
· BESSELK
· BESSELY
· IMEXP
· IMCOS
· IMPOWER
· IMSIN
· IMSQRT
虚数を返す関数では、科学的表記規則の適用について、Office Excel 2007 のその他の部分と同じルールが使用されます。たとえば、式 =IMSUM({"3.23+1.02i";"-1";"-i"}) では、2.23+2E-002i ではなく、2.23+0.02i が返されます。この変更で影響を受ける関数は次のとおりです。
· IMAGINARY
· IMARGUMENT
· IMCONJUGATE
· IMCOS
· IMDIV
· IMEXP
· IMLN
· IMLOG2
· IMLOG10
· IMPOWER
· IMPRODUCT
· IMREAL
· IMSIN
· IMSQRT
· IMSUB
· IMSUM
ERF 関数および ERFC 関数では、ガンマ関数に対して内部計算が使用されます。このため、小数点第 15 位が異なる結果になる場合があります。指数計算を行う関数では内部ルーチンが使用され、小数の最後の桁が若干異なる場合があります。この変更で影響を受ける関数は次のとおりです。
· BIN2DEC
· BIN2HEX
· BIN2OCT
· CUMIPMT
· CUMPRINC
· DURATION
· EFFECT
· HEX2BIN
· HEX2DEC
· HEX2OCT
· IMPOWER
· MDURATION
· NOMINAL
· OCT2BIN
· OCT2DEC
· OCT2HEX
· ODDFPRICE
· ODDFYIELD
· PRICE
· SERIESSUM
· TBILLEQ
· TBILLPRICE
· TBILLYIELD
· WEEKNUM
· XIRR
· XNPV
· YIELD
たとえば、式 =EFFECT(0.055,199) では、1 桁少ない小数点数が返されます。CONVERT 関数では、リットルとガロンの変換係数として 3.785412 が、リットルとクォートの変換係数として 0.9463529 が使用されます。EDATE 関数では、months パラメータが 1e21 より大きい場合、#NUM エラーが返されます。以下の関数では、basis パラメータが非常に大きい場合、#NUM エラーが返されます。
· ACCRINT
· ACCRINTM
· AMORDEGRC
· AMORLINC
· COUPDAYBS
· COUPDAYS
· COUPDAYSNC
· COUPNCD
· COUPNUM
· COUPPCD
· DISC
· DURATION
· INTRATE
· MDURATION
· ODDFPRICE
· ODDFYIELD
· ODDLPRICE
· ODDLYIELD
· PRICE
· PRICEDISC
· PRICEMAT
· RECEIVED
· YEARFRAC
· YIELD
· YIELDDISC
· YIELDMAT
MULTINOMIAL 関数では、文字列値として渡された数字は無視されます。この変更により、最初の数字以外の数字が文字列として渡されると誤った戻り値が返される問題が解決されます。ERF 関数と ERFC 関数では、パラメータが 1 より大きい場合、それぞれ、1 と 0 が返されます。この変更により、パラメータが 27 より大きい場合に #NUM エラーが返される問題が解決されます。
AutoOutline コマンド
説明: Office Excel 2007では、AutoOutline コマンドはユーザー設定に移動されました。
変更理由: このコマンドはほとんど使用されていません。小計機能を使用してください。
BIFF8 レコード
説明: Excel 97 ～ 2003 のファイル形式で保存できた一部の機能は、新しい Office Excel 2007 ファイル形式では保存できません。メールのエンベロープ ヘッダー (送信機能を使用すると表示される宛先、CC、および件名行の情報) は保存されません。Office Excel 2007 の送信機能は動作しますが、この情報はブックと共に保存されません。このため、ブックを閉じるとこの情報は失われます。また、Macintosh 固有のレコードは新しいファイル形式では保存できません。Macintosh Excel には、BIFF8 形式で保存される Macintosh 固有のレコードがいくつかありますが、これらのレコードは Office Excel 2007 では使用されず、新しいファイル形式で保存できません。Office Excel 2007 のユーザーには外観の変更はありません。
計算: マルチスレッド計算 (MTC)
説明: マルチスレッド計算 (MTC) により、Office Excel 2007 では、式の評価と計算を自動的に分割し、複数のプロセッサが存在している場合は、分散した複数の計算エンジンに振り分けることができます。複数の計算は並列で実行されるため、この動作によってブック モデルの計算に必要な時間が減少します。既定では、MTC はオンに設定され、コンピュータに存在するプロセッサの数と同じ計算エンジンを作成する設定になっています。複数のプロセッサを使用できるときは、Office Excel 2007 によってコンピュータの各プロセッサに 1 つの計算エンジンが作成され、計算タスクは利用可能なエンジンで分散して処理されます。また、コンピュータのプロセッサの数に関係なく、Office Excel 2007 で作成される計算エンジンの数を手動で指定できます。すべてのブックが短時間で計算される場合でも、既定の MTC 設定がブックに悪影響を与えることはありません。また、コンピュータにプロセッサが 1 つしか存在しない場合でも、既定の MTC 設定にしておくことができます。ただし、この場合、MTC は使用されません。
移行パス: ほとんどのユーザーにとってこの機能が問題になることはなく、ブックの計算は高速になります。ただし、極端な例として次の点に注意する必要があります。ブックを保存したコンピュータとブックを開くコンピュータのプロセッサの数が異なる場合は、ブックを開くと Office Excel 2007 で適切な数の計算エンジンに計算式を分散する処理が行われ、多少の計算オーバーヘッドが発生します。この計算オーバーヘッドは、あまり複雑ではないブック、または複雑さが中程度のブック モデルでは、事実上ユーザーに認識されません。ただし、計算時間の長い大きなブックでは認識されやすくなります。膨大な計算を必要とするブックは、できる限り同じ数のプロセッサを持つコンピュータで使用してください。たとえば、計算が多いブックの処理に使用するコンピュータが 4 プロセッサの場合、そのブックを扱うコンピュータは 4 プロセッサのコンピュータにする必要があります。
グラフの作成: グラフ シート
説明: グラフがアクティブなときに F11 キーを押して新しいグラフを挿入すると、空のグラフが挿入されます。現在のグラフと同じデータを持つグラフは挿入されません。
変更理由: 新しい動作では一貫性が向上します。
移行パス: 作成されたグラフにソース データを設定します。
グラフの作成: グラフ シート
説明: [ページ設定] ダイアログ ボックスの [グラフ] タブから [印刷するグラフのサイズ] オプションが削除されました。PageSetup.ChartSize プロパティは非表示で、機能しません。新しい動作は Excel 2003 の [カスタム] の設定と同じです。
変更理由: グラフは OfficeArt と統合されました。このため、グラフ用のこのコマンドを再実装できませんでした。PageSetup.ChartSize プロパティを使用するマクロで、グラフのサイズを変更できます。
グラフの作成: コピーと貼り付け
説明: [形式を選択して貼り付け] ダイアログ ボックスで、グラフ用の以前の特殊な動作は実行されません。
変更理由: 新しいバージョンでは、以前の [形式を選択して貼り付け] のオプションを直接使用できるコマンドが導入されています。
移行パス: このダイアログ ボックスの [書式] オプションの代わりに [書式のコピー/貼り付け] 機能を使用します。同じダイアログ ボックスの [数式] オプションについては、代わりに [貼り付け] コマンドで [数式] を選択します。
グラフの作成: 統合
説明: 旧バージョンの Excel を使用して HTML 形式で保存されたファイルを Office Excel 2007 で開いたときに、グラフの表示が旧バージョンと異なる場合があります。
変更理由: フィードバックでは、HTML 形式を使用しているユーザーはほとんどいませんでした。
移行パス: 旧バージョンの Excel でファイルを開き、バイナリ ファイルとして保存します。または、Office Excel 2007 でグラフのレイアウトを調整します。
グラフの作成: ユーザー インターフェイス
説明: [グラフ ウィンドウ] は [表示] メニューから削除されました。Chart.ShowWindow プロパティは非表示で、機能しません。
変更理由: グラフは OfficeArt と統合されました。このため、グラフ用のこのコマンドを再実装できませんでした。Chart.ShowWindow プロパティを使用するマクロを実行すると、シートで別のウィンドウを開けます。そのウィンドウ内でスクロールしてそのグラフのみを表示できます。
グラフの作成: ユーザー インターフェイス
説明: Office 2003 では、複数のグラフを選択し、選択したグラフすべてのグラフの種類を同時に変更できます。2007 リリース ではこの操作は使用できません。
変更理由: グラフは OfficeArt と統合されました。このため、グラフ用のこのコマンドを再実装できませんでした。
移行パス: 各グラフのグラフの種類を個別に変更します。または、1 つのグラフをテンプレートとして保存し、そのテンプレートを他のグラフに適用します。
グラフの作成: プログラミング
説明: ダイアログ シートではグラフを使用できません。
変更理由: 2007 Office リリースではこの機能を実装できませんでした。
グラフの作成: プログラミング
説明: XLM から変換されたマクロでは、特定のパラメータに XLM 定数が使用されている場合があります。新しいバージョンではこれらの定数はサポートされません。ドキュメントで述べられている定数のみを使用できます。
変更理由: XLM 変換のドキュメントでは、これらの定数の使用は推奨されないことが述べられています。
移行パス: 列挙で数値を使用する VBA 呼び出しを書き換えて、代わりに、適切な名前付き定数を使用するようにします。
グラフの作成: プログラミング
説明: グラフ ダイアログを表示する XLM マクロはサポートされません。
変更理由: XLM は非推奨ですが、削除されていません。
移行パス: 移行パス: VBA 内の XLM マクロを書き換えます。
グラフの作成: プログラミング
説明: Series.Name または Series.Values などの参照プロパティを不正な参照に対して設定すると、実行時エラーではなく、単純に不正な参照として処理されます。
変更理由: 2007 Office リリースではこの機能を実装できませんでした。
グラフの作成: プログラミング
説明: Creator プロパティを使用すると実行時エラーが発生します。
変更理由: このプロパティは Macintosh でのみ使用されるメソッドで、Windows ではサポートされません。
移行パス: 代わりに、xlCreatorCode 定数を使用します。
エラー チェック
説明: Excel 2003 では、バックグラウンド エラー チェックが既定で有効に設定され、アイドル時に一般的なエラーがないかワークシートがチェックされます。エラーがあるセルが発見されると、そのセルにフラグが設定されます。ただし、すべてのユーザーがセルのフラグの意味を理解していたわけではなく、フラグに設定される項目が多すぎるという声もありました。また、Excel 2003 でエラー チェックが行われているときは、パフォーマンスが低下します。Office Excel 2007 では、バックグラウンド エラー チェックは、既定で無効になっています。Office Excel 2007 の既定ではエラー チェックがオフになっているため、エラーがあるセルにフラグは設定されません。
移行パス: スペル チェックなどのエラーチェック コマンド (フォアグラウンド エラー チェック) を使用し、必要に応じてワークシートのエラーをチェックできます。Office Excel 2007 では、バックグラウンド エラー チェックは、既定で無効になっています。
ファイル形式
説明: Office Excel 2007 で導入された既定の XML 形式は新しい XML ファイル形式の一部で、Office Excel 2007 の主要な新技術の 1 つです。Office Excel 2007 では、ファイル拡張子として、*.xlsx、*.xlsm、*.xlsb、*.xltx、*.xltm、*.xlam が使用されます。
変更理由: この変更により、データの相互運用、ドキュメントの作成、ドキュメントの解析、ドキュメント データへのアクセス、信頼性、ファイル サイズ、透過性、セキュリティに関する各機能が向上しています。
移行パス: 旧バージョンの Excel で作成されたブックを Office Excel 2007 で開いたり、処理することができます。Office Excel 2007 では、作業内容を保存するときに、新しく導入された XML 形式にブックをアップグレードするかどうかをたずねられます。ただし、Excel 97-2003 ブック形式が既定の形式に設定されている場合は、ブックのアップグレードについて確認されません。ファイル形式のアップグレードについての確認は、開いている 1 つのブックごとに一度だけです。ブックが他のブックから参照される場合は、関係するすべてのブックを同時にアップグレードすることが重要になります。旧バージョンの Excel で開いたブックが新しい XML 形式で保存されたブックを参照している場合、旧バージョンの Excel ではこの XML 形式で保存されたブックへのリンクを更新できません。このため、リンクの更新機能を使用した参照の更新は失敗します。
フィルタ処理
説明: Excel 2003 では、選択対象が一覧 (テーブル) にある場合、マクロで AutoFilterMode プロパティをチェックして、オンになっている AutoFilter がその一覧にあるかどうかを確認できます。Office Excel 2007 では、AutoFilterMode プロパティはワークシートの AutoFilter に対してのみ機能し、テーブルに含まれる AutoFilter については機能しません。Office Excel 2007 では、各テーブルに固有の AutoFilter オブジェクトが設定され、テーブルを使用して各ワークシートで複数の AutoFilter が有効にされるためです。
移行パス: AutoFilterMode プロパティをチェックするマクロを含む Excel 2003 ブックのコードは、一覧では正しく機能しない場合があります。Excel 2003 より前のバージョンで作成されたドキュメントまたはマクロは、この問題の影響を受けません。AutoFilterMode プロパティをチェックする代わりに、テーブルの AutoFilter オブジェクトをチェックするようにマクロを変更する必要があります。
関数: 小計
説明: 集計機能が呼び出されたときの小計と総計の位置は、ユーザーの要望と旧バージョンとの互換性に関する問題に対処するためにこれまでに何度も変更されています。集計機能を使用したときの小計の位置は、Excel 2000より前のバージョンでの位置と異なっています。ただし、他の点では、集計機能は以前と同じように機能します。計算は正確で、正しい小計と総計が算出されます。変更されたのは表示位置だけです。
HTML 関連
説明: [HTML 形式で保存] 機能を使用すると、どのバージョンの Excel も必要としない、Web ブラウザで表示できる HTML ファイルを作成できます。このファイルの内容を更新するときは、一般的に .xls ファイルを開いて編集し、HTML ファイルとして保存し直します。その後、ほとんどのユーザーは、作成した HTML ファイルを編集する場合に Excel を使用しません。Office Excel 2007 で HTML ファイル形式を保存する場合は、Excel 固有の機能の情報が保存されません。新しいバージョンでも、[HTML 形式で保存] 機能を使用して、Web ブラウザでの閲覧用にブックを公開できます。具体的には、旧バージョンの Excel の [HTML 形式で保存] 機能では、ブラウザでの表示用に HTML タグが保存され、ブラウザで表示されない Excel 固有のタグも HTML ファイルに保存されます。Web ブラウザでは Excel 固有のタグは完全に無視されますが、Excel プログラムでは HTML ファイルを開いたときにこのタグが使用され、ファイルを保存したときに使用されていた機能が復元されます。Office Excel 2007 では、Excel 固有の機能のタグは HTML ファイルに保存されないため、HTML ファイルに Excel 固有機能のタグは存在しません。
まとめると、Office Excel 2007 では、HTML ファイルを使用した場合に機能の情報を維持できません。HTML ファイルはブックの静的な HTML 画面を公開する場合に使用されます。たとえば、ピボット テーブル、数式、グラフを含むブックを HTML として保存すると、次のようになります。
· ピボット テーブルの画面表示が HTML ファイルに保存されます。ただし、ピボット テーブルそのものは保存されません。 

· 数式の計算結果とセルの書式が HTML ファイルに保存されます。ただし、数式そのものは保存されません。 

· 画像に変換されたグラフが HTML ファイルに保存されます。ただし、実際のグラフ機能は保存されません。 

その後、この HTML ファイルを任意のバージョンの Excel で開くと、次の内容が表示されます。
· ピボット テーブルと同様のセルが表示されます。ただし、ピボット テーブルはアクティブではありません。
· 数字がセルに表示されます。ただし、数式は存在しません。
· 画像に変換されたグラフが表示されます。ただし、その画像をグラフ機能と同じように操作することはできません。
Office Excel 2007 では HTML ファイルを開くことができます。また、HTML ファイルに含まれている Excel 固有の任意の機能を使用できます。しかし、変更したファイルを保存するときにすべての機能を維持するには、Excel 機能をサポートする形式でファイルを保存する必要があります。最も適した形式は新しく導入された XML ファイル形式です。
変更理由: [HTML 形式で保存] 機能を使用して、ブラウザでの表示用に HTML ファイルを保存し、そのファイルを Excel で再度開くことはほとんどありません。
移行パス: 新しいバージョンでも、Excel のブックを HTML として保存できます。メイン コピーにはブック形式 (.xls、.xlsx) の使用をお勧めします。通常はメイン コピーを開いて、変更、保存を行ってから、別に HTML として保存します。HTML ファイルには Excel 固有の機能は保存されません。新しいバージョンでも HTML ブックを開けますが、ファイル内の Excel のすべての機能を正常に使用するには、新しく導入された XML 形式 (.xlsx) を使用してブックのコピーを保存し、保存したファイルをメイン コピーとして使用する必要があります。ほとんどのユーザーは、この変更によって作業方法を変更する必要はありません。この変更は、多くのユーザーの [HTML 形式で保存] 機能の使用方法を反映した結果です。
自然言語数式 (NLF)
説明: 自然言語数式 (NLF) 機能をオンにすると、ワークシート上の列と行のラベルを使用して、セルを明示的に名前として定義せずにその列内のセルを参照できます。この機能はユーザーにとってわかりづらく、矛盾するラベルが存在する場合にバグが発生することもあるため、ほとんど使用されていません。Excel 2000 以降のバージョンでは、この機能は既定でオフに設定されています。Office Excel 2007 では完全に削除されます。
変更理由: この機能はあまり使用されていません。
移行パス: NLF を含む古いブックを Office Excel 2007 で開くか、Office Excel 2007 ファイル形式にアップグレードすると、NLF はサポートされていないことと、処理を続行すると NLF は静的なセル参照に変換されることが警告されます。ユーザーが処理の継続を選択した場合は、ブック内の NLF は静的セル参照に変換されます。オブジェクト モデルを介して NLF を使用しているコードは変換ないため、ユーザーによる更新が必要になります。NLF (範囲ラベル) に基づくセル参照を使用しているブック ソリューションは、この変換で破損します。NLF を使用しているすべてのオブジェクト モデルは、ユーザーまたは開発者が更新する必要があります。
ピボット テーブル: オートフォーマット
説明: ピボット テーブルのオートフォーマットを開始するためのボタンはユーザー設定でのみ使用できます。
変更理由: Pivot Table フォーマットはオートフォーマットの改良版です。ユーザーは独自のスタイルを作成できます。オートフォーマットと異なり、Pivot Table フォーマットではピボット テーブルのレイアウトは変更されません。Pivot Table フォーマットは、Word および PowerPoint のテーブルのスタイルと一貫性があります。
ピボット テーブル: カスタマイズ
説明: Office Excel 2007 の OLAP ピボット テーブルでは、アイテムがピボット テーブル内で一時的に非表示になっているときでも、アイテムのカスタマイズが保持されます。この動作は、アイテムの書式設定とアイテム ラベルのカスタマイズの両方について有効です。Excel 2003 では、アイテムに適用されているカスタム ラベルと書式設定は、親フィールドを折りたたむと失われます。再度親レベルを展開すると、カスタマイズされたラベルではなく、データ ソース ラベルに戻り、カスタム書式設定は失われます。Office Excel 2007 では、カスタム書式設定情報が保持され、折りたたみおよび展開操作の後に再度適用されます。カスタマイズされたラベルは、フィールドがピボット テーブルから削除されても保存され、後にそのフィールドがピボット テーブルに再度追加されると再適用されます。
ピボット テーブル: GetPivotData
説明: Office Excel 2007 の既定の参照は Excel 2003 の GetPivotData ではなく、新しく導入された構造化参照になります。GetPivotData に戻すには、オプション ダイアログ ボックスで変更します。
ピボット テーブル: 並び替え
説明: Office Excel 2007 では、特定の行または列を対象とした自動並び替えがピボット テーブルでサポートされています。Excel 2003 では、総合計行または列の値に基づく自動並び替えのみがサポートされていました。Office Excel 2007 の新しい並び替えオプションは、任意のバージョンのピボット テーブルに対して適用できます。
ピボット テーブル: オプション
説明: ピボット テーブルにはバージョン プロパティ (PivotTable.Version) が設定されています。このバージョン プロパティを使用して、旧バージョンの Excel との互換性を維持するための動作が制御されます。ピボット テーブルのバージョン プロパティはオブジェクト モデルを使用して読み取ることができます。旧バージョンの Excel で作成されたピボット テーブルが含まれる Office Excel 2007 ブックでは、ピボット テーブルのバージョン プロパティは変更されません。旧バージョンのピボット テーブルでは、新しい機能のラベル フィルタリング、値フィルタリング (使用頻度の高い 10 個のフィルタを除く)、OLAP データ ソースの中間階層レベルの非表示、手動排他フィルタリングはサポートされていません。
移行パス: Office Excel 2007 と旧バージョンの Excel の両方を使用してピボット テーブルを作成する必要がある場合は、ブックを Office Excel 2007 ファイル形式で保存しないことをお勧めします。Office Excel 2007 のピボット テーブルは旧バージョンの Excel では処理できません。また、Office Excel 2007 では、旧バージョンのファイル形式で保存しても、ピボット テーブルのバージョンを旧バージョンに戻せません。
クエリ テーブル
説明: クエリ テーブルは一覧機能と統合され、テーブルに変更されました。
変更理由: 機能および使用上の一貫性が向上します。
共有ブック
説明: Excel 95 から導入された共有ブックを使用すると、複数のユーザーが 1 つのブックを使用できます。共有ブックでは、すべての変更が追跡され、最後にマージされます。Excel 2003 では、この機能は BIFF8 ファイル形式のみでサポートされています。ただし、共有ブックでサポートされていない Excel の機能もあります。Office Excel 2007 では、共有ブックは BIFF12 (XLSB) 形式と XML12 (XLSX) 形式でサポートされます。
移行パス: Office Excel 2007 で共有ブックを開き、新しいファイル形式で保存する場合は、すべての変更を確認して、改訂履歴を削除する必要があります。この手順を省略して改訂履歴を残す場合、または旧バージョンの Excel を使用して共有ブックを編集するユーザーがいる場合は、共有ブックを以前の形式のまま維持する必要があります。
スタイル
説明: Office Excel 2007 ではセルの新しいスタイルが導入され、テーブル機能と Pivot Table フォーマット用の新しい機能も導入されました。Office Excel 2007 で作成されるブックでは、既定の標準スタイルは上揃えで、テーマのマイナー フォントが使用されます。この変更で、Office Excel 2007 で開かれる既存のブックが影響を受けることはありません。
テーブル: 行の挿入
説明: Excel 2003 の一覧機能では、一覧に新しいレコードを追加するための特殊な行が一覧の最後にありました。Office Excel 2007 ではこの行が削除されました。ただし、Office Excel 2007 のテーブルでも新しいレコードを簡単に追加できます。通常は、テーブルのすぐ下に入力すると、入力した内容が新しい行としてテーブルに結合されます。ただし、表のすぐ下にデータまたはその他のオブジェクトが置かれている場合などは結合が行われません。テーブルにデータを追加する場合は、テーブルの最後のデータ行が選択されているときに Enter キーまたは Tab キーを使用する方法がより確実です。たとえば、テーブルの最後の行にデータを入力しているとします。最後の列へのデータの入力が終わったときに Enter キーまたは Tab キーを押すと、新しい行の最初の列にフォーカスが移動します。Office Excel 2007 では、どちらのキー操作でもテーブルに新しい行が追加され、さらにデータを追加できます。また、テーブルの右下にあるサイズ変更ハンドルを使用してテーブルに行を追加することもできます。この場合は、ハンドルをドラッグするだけで行が追加されます。
移行パス: Excel 2003 で ListObject オブジェクトを使用してコードを作成している場合、そのコードで ListObject.InsertRowRange が使用されているときは、変更する必要があります。Excel 2003 では、設定が表示になっていれば、InsertRowRange で行の挿入を表す範囲オブジェクトが返されます。Office Excel 2007 では、InsertRowRange では通常、VBA で存在しないオブジェクトを表す Nothing が返されます。ただし、InsertRowRange が有効な場合もあることに注意してください。一覧が空の場合、たとえば、すべてのデータ行が削除された場合でも、Office Excel 2007 では空の行が 1 行表示され、簡単にデータをテーブルに追加できます。テーブルは厳密には空なので、表示されている行は行の挿入と見なされます。
テンプレート
説明: Office Excel 2007 では、使用できるテンプレート セットが変更されました。
変更理由: 新しいテンプレートでは、Excel 2007 で使用できる新しい機能が使用されます。新しいテンプレートを使用すると、最新のデザインを適用できます。
移行パス: 旧バージョンのテンプレートも Office Online からダウンロードして使用できます。
セキュリティ センター: データ リンク
説明: Excel 2003 では、[開くときに更新する] オプションと [定期的に更新] オプションを設定すると、ブックを開いているときに確認画面が表示されます。Office Excel 2007 では、既定ですべての接続が無効になっています。このため、[開くときに更新する] および [定期的に更新] の確認画面は表示されません。その代わりに、Office Excel 2007 ではセキュリティ バーが表示されます。セキュリティ バーをクリックすると、ブックの接続に関する有効化と無効化のオプションが表示されます。
移行パス: この変更は基本的に、セキュリティ バーに関連するユーザー教育の問題に対処することが目的です。ブックを信頼済みの場所に置くと、そのブックは自動的に更新され、確認画面の表示は必要ありません。
セキュリティ センター: マクロ
説明: Excel 2003 では、コメントと宣言文以外に何も記述されていない Excel VBA コードでも、コメントと宣言文は保持されファイルに保存されます。Office Excel 2007 では、コメントと宣言文以外に何も記述されていない VBA コードは保存されません。Word 2003 と PowerPoint 2003 も同じ動作であることに注意してください。
移行パス: ブックに添付されたコメントと宣言文以外何も記述されていない Excel VBA コードは、ファイルを読み込むときに読み込まれません。また、ファイルを保存するときに保存されません。この変更で影響を受けるブックは非常にわずかです。Excel VBA コードにサブルーチンまたは関数を追加することでこの問題に対処できます。
セキュリティ センター
説明: セキュリティ センターは Office 2007 システムの新しいコンポーネントで、Office 2007 システムのすべてのプログラムのセキュリティ関連の設定を 1 か所で集中的に管理します。また、旧バージョンでブックを開いているときに表示されるセキュリティ関連の警告に代わって、セキュリティ センターのセキュリティ バーが導入されました。既定では、ブック内の潜在的に危険なコンテンツは警告の表示なしですべてブロックされます。このため、ブックを開いているときにセキュリティに関する判断をする必要はありません。コンテンツがブロックされた場合は、Office Excel 2007 のプログラム ウィンドウにセキュリティ バーが表示され、コンテンツがブロックされたことがユーザーに通知されます。コンテンツのブロックを解除するオプションを使用するには、バーをクリックします。Excel 2003 では、ドキュメントに有害と思われるコンテンツが含まれている場合は、ドキュメントの読み込み中に警告が表示され、該当するコンテンツを有効にするか無効にするかを選択できます。Office Excel 2007 の場合は、既定では、有害と思われるコンテンツはすべて無効にされ、一部のコンテンツが無効にされたことを通知するセキュリティ バーが表示されます。セキュリティ バーは Internet Explorer のポップアップ ブロック バーと同様の機能です。セキュリティ バーをクリックすると、無効にされたすべてのコンテンツおよびそのコンテンツを有効にするか無効にするかのオプションが一覧になったダイアログ ボックスが表示されます。
移行パス: この変更は基本的に、ユーザー教育の問題に対処することが目的です。ブックを開いているときには、確認画面でセキュリティ関連の問い合わせは行われません。その代わりにセキュリティ バーが表示され、セキュリティ上の制限により一部のコンテンツがブロックされたことがユーザーに通知されます。セキュリティ バーをクリックすると、ブロックされたコンテンツとそのコンテンツがブロックされた理由を確認でき、それらをブロック解除するためのオプションを使用できます。
データ取得サービス
説明: 2007 Office リリースでは、データ取得サービス (DRS) は削除されました。DRS は大きく 2 つの部分に分かれています。1 つは、旧バージョンの Excel、FrontPage、OWC に含まれていた DRS ソースへの接続を作成する機能です。機能には、接続を作成するためのユーザー インターフェイスや、接続を実行する機能、データを取得する機能などがあります。もう 1 つは、SQL Server などの特定のデータ ソースからデータを読み取り、DRS プロトコルを使用してそのデータを Excel などに返すサーバー側アダプタです。旧バージョンの Excel、FrontPage、OWC の DRS 機能では、利用可能な DRS アダプタがない場合はデータ ソースに接続できません。
Office 2003 では、以下の DRS アダプタが提供されています。DRS アダプタは SharePoint サーバーにインストールされたときのみ正常に機能することに注意してください。
· WSS アダプタ: WSS データを DRS プロトコル経由で公開します。WSS に付属しています。 

· OLEDB アダプタ: OLEDB ソースからのデータを DRS プロトコル経由で公開します。WSS に付属しています。 

· SQL アダプタ: Microsoft SQL Server からのデータを DRS プロトコル経由で公開します。 

· Office 2003 アドインとして提供されている Web Parts and Components アドオン パック (Ststpkpl.msi)。 

· Microsoft Business Solutions (MBS) アダプタ: Great Plains および Solomon からのデータを DRS プロトコル経由で公開します。 

変更理由: DRS は他の製品で処理されます。
移行パス: 一般的な DRS エントリ ポイントの代わりに、Excel 2003 の他の方法で SQL データおよび WSS データを利用できます。
InfoPath 2007 の変更点
InfoPath ツアー
説明: InfoPath ツアーは削除されました。
変更理由: 内容が古くなり、わかりにくいという声がありました。 

Outlook 2007 の変更点
ACT! および Schedule+
説明: ACT! と Schedule+ のインポートはサポートされません。
変更理由: 古い技術で使用されていません。また、サポートされているインポート方法が他にあります。
移行パス: Schedule+ のインポートの代わりに、旧バージョンの Outlook を使用してデータを .pst ファイルにインポートし、その .pst ファイルを Office Outlook 2007 で使用します。
添付ファイル
説明: 添付ファイル機能に新しいユーザー インターフェイスが追加され、機能が拡張されました。
変更理由: 新しいバージョンでは添付ファイルをプレビューできます。
予定表
説明: Office Outlook 2007 では、予定表が次のように変更されました。
· 週ビューは新しい週ビューに変更されています。 

· [空き時間情報] バーは、アイテムに予定がある場合、予定表に表示されません。 

· [会議] アイコンは予定表アイテムから削除されました。 

· 月ビューの既定の詳細レベルが変更されました。 

変更理由: この変更で予定表のユーザー インター フェイスが簡略化され、予定表アイテムに表示できる文字数が増えます。
電子メール: 分類項目
説明: 旧バージョンの Outlook では、分類項目は受信メールに適用され、分類されたメールへの返信メールと転送メールにも自動的に適用されます。新しいバージョンでは、受信メールに適用されている分類項目を見ることができません。また、返信メールおよび転送メールに自動的に適用される分類項目を見ることもできません。
変更理由: 新機能 色付きカテゴリによって分類項目が視覚的に強調されます。また、ユーザーの多くは分類項目が付けられたメールをスパムと考えているため、分類項目付きメールの送信機能を必要としていません。新しいバージョンでは、分類スパムの受信を気にする必要がなくなります。
期日を過ぎた会議出席依頼の転送
説明: 旧バージョンの Outlook では、期日を過ぎた会議出席依頼を転送できます。Office Outlook 2007 では、期日を過ぎた会議出席依頼を転送しようとすると、最新の出席依頼のコピーが自動的に送信されます。
変更理由: 期日を過ぎた会議出席依頼は転送されずに、最新の出席依頼が転送されるため、会議への出席を忘れることがなくなります。
移行パス: Office Outlook 2007 では、最新の会議出席依頼が自動的に転送されます。
Microsoft Office SharePoint Server 2007 アイテムへのハイパーリンク
説明: 新しいバージョンでは、Office Outlook 2007 で表示される Office SharePoint Server 2007 アイテムの本文が Office SharePoint Server 2007 で表示される本文と一致します。既定では、ハイパーリンクは Office SharePoint Server 2007 本文の一部ではないために表示されません。ハイパーリンクの代わりに、[Web] ツールバー ボタンの [表示] が導入されています。ボタンをクリックすると、Internet Explorer で従来のハイパーリンクが開きます。
変更理由: 変更の先頭に URL を付け加える必要がなく、WSS から同期されているアイテムの本文を編集できます。
MAPI DLL
説明: MAPI DLL のユーザー インターフェイスと機能が切り離され、機能 DLL は OfficeVer の下の言語に依存しないフォルダにインストールされます。この変更によるエンド ユーザーへの影響はありません。ISV 製品では LoadLibrary と既定の検索パスを使用して Outlook MAPI プロバイダを読み込む必要があります。Outlook MAPI プロバイダを読み込まない場合、ISV 製品は機能しません。
変更理由: この変更により、ダウンロードする言語インターフェイス パッケージ (LIP) のサイズが小さくなります。
移行パス: LoadLibrary と既定の検索パスを使用して、Outlook MAPI プロバイダを読み込みます。
未配信メッセージ
説明: メールボックスに空きがないときは、サーバー側ではなく、クライアント側で送信がエラーになります。受信者はメールボックスの容量が制限値を超えているというメーッセージを受け取ります。
変更理由: この変更はユーザーからのフィードバックに対応したものです。
個人アドレス帳
説明: 個人アドレス帳 (Outlook 96 に付属する ANSI アドレス帳) は削除されました。個人アドレス帳に代わり、Outlook 97 では Outlook 連絡先機能が導入されています。個人アドレス帳のエントリはローカル コンピュータのファイルに格納され、ファイルの拡張子は .pab です。Office Outlook 2007 では、.pab ファイルはサポートされません。構成時に、個人アドレス帳のすべての連絡先は既定の Outlook 連絡先フォルダに移行されます。または、連絡先を他のフォルダに移したり、移行をキャンセルして後で .pab ファイルをインポートすることもできます。.pab ファイルはファイル システム内に残りますが、個人アドレス帳は Outlook では使用できません。Outlook では電子メール アカウントの構成オプションとして個人アドレス帳の機能が提供されないため、個人アドレス帳を再度追加することはできません。
変更理由: Outlook 連絡先は、.pab ファイルよりも優れたソリューションです。
移行パス: Office Outlook 2007 の構成時に、.pab ファイルに移行されます。
IRM 電子メールでの返信
説明: 2007 Microsoft Office system の保護された電子メールへの返信には元のテキストが含まれます。返信にはコメントを付け加えることができますが、元の内容のどの部分も削除することはできません。転送不可の電子メール メッセージに返信するときは、実行できる操作を知らせる黄色いバーが受信メールの内容の前に表示されます。保護された電子メールを旧バージョンの Outlook から受信した場合も、メールを閲覧したり、メールへ返信することができます。
変更理由: ユーザーの要望に従って、保護された電子メールへのフィードバック機能を追加しました。
移行パス: Office 2003 SP2 または 2007 Office リリースをインストールします。
スクリプト エージェント
説明: Outlook を使用して Exchange Server スクリプトを管理するには、Microsoft ダウンロード センターから Scrptxtn.dll をダウンロードする必要があります。
変更理由: ほとんどのユーザーはこの機能を使用していません。
移行パス: Scrptxtn.dll を Microsoft ダウンロード センターからダウンロードしてインストールします。
セキュリティ設定
説明: [ツール] - [オプション] にあったセキュリティの設定はセキュリティ センターに移動されました。
変更理由: セキュリティの設定を 1 か所に集め、一貫性のある環境にしました。
ナビゲーション ウィンドウの [ビューを表示]
説明: ナビゲーション ウィンドウの [表示] - [並べ替え] - [ビューを表示] は、[表示] - [ナビゲーション ウィンドウ] - [ビューを表示] に移動されました。
変更理由: この変更で、使用上の一貫性と利便性が向上します。 

OneNote 2007 の変更点
削除済みページ
説明: 削除済みページ機能が廃止されました。Microsoft Office OneNote 2007 でページを削除すると、そのページは削除済みページ フォルダに置かれます。
変更理由: この機能を使用して、削除されたページを復元するユーザーはほとんどいません。
インク グループ
説明: [ツール] メニューの [インク グループの表示] 機能と、この機能へのすべてのエントリ ポイントは削除されました。Office OneNote 2007 では、ユーザーが手書き入力をするときにインクに関して検出された構造は表示されません。
変更理由: この機能は使用頻度が低く、使用していたユーザーの満足度も高いわけではありませんでした。この機能を削除することで、ユーザー インターフェイスが簡略化されます。また、より高機能でコンテキストを認識できる解析エンジンがあるため、この機能は不要になりました。
ページ ヘッダー
説明: Office OneNote 2007 ではタイトル領域が削除されました。
変更理由: タイトル領域は一般的に使用されていません。また、信頼性がありません。
移行パス: アップグレード時に自動的に変更されます。 

PowerPoint 2007 の変更点
ブロードキャスト
説明: Microsoft Office Project 2007 ではブロードキャスト機能が削除されました。
変更理由: この機能はほとんど使用されていません。
Project 2007 の変更点
[DBCleanup]: [リソース タスクの変更] の削除
説明: [リソース タスクの変更] を削除する機能は [DBCleanup] ページから削除されました。この機能は [発行] に表示されます。
達成額の再計算
説明: 新しいサーバー側更新プログラムを使用してプロジェクト計画を更新しても、[達成額] フィールド (EV フィールド) の値は、そのプロジェクトが次回に Project のクライアントで開かれ、保存されるまで再計算されません。
変更理由: EV 機能はほとんど使用されていません。新しいサーバー側更新プログラムでは、サーバー側更新プログラムとして使用頻度の高い機能に重点を置いています。このため、EV の再計算は、旧バージョンと同様にクライアント側での保存で更新されます。
移行パス: EV の再計算の動作はこれまでと変わりません。EV を使用する場合は、旧バージョンと同様に、プロジェクト計画を開いて保存し、公開する必要があります。
フィルタ: 列見出し
説明: ActiveX グリッドは DHTML グリッドに移行し、列見出しのフィルタ処理は行われません。
変更理由: この機能はあまり使用されていません。また、この機能により ActiveX コントロールの信頼性が低下するため、多くのユーザーがセキュリティ リスクにつながると考えていました。DHTML グリッドではダウンロードの必要がないため、安全性が向上します。
PWA タイムシートの Outlook タスク
説明: Microsoft Office Project 2007 では、Microsoft Office Project Web Access タイムシートに Outlook タスクを表示する機能は削除されました。
変更理由: フィードバックでは、タスクと予定表の情報を扱う統合ツールとして Outlook を使用できることが要望として挙げられていました。2007 Microsoft Office system では、Office Outlook 2007 で Outlook タスクと Office Project Web Access タスクの両方を表示できます。
移行パス: タスクはすべて Outlook に格納されています。Outlook のタスクと Office Project Web Access のタスクを統合された画面で表示するには、Outlook Integration アドインをインストールし、Project Server と同期する必要があります。
プロジェクト センター
説明: 不要なフィールドがプロジェクト センターから削除されました。
変更理由: この変更で、ユーザー インターフェイスが簡略化されます。
クイック フラグ
説明: クイック フラグの代わりにタスク フラグとタスク カテゴリが導入されています。重要なアイテムであることを示すためにフラグを設定している、または特定のグループに属していることを示すためにアイテムにフラグを設定している場合、このバージョンでは選択したカテゴリの色でそのアイテムをマークする必要があります。タスクを実行する時間を示すためにフラグを使用している場合は、タスク フラグを使用する必要があります。
変更理由: タスクにフラグを設定すると、アイテムは総合的なタスク管理システムに追加され、[To Do] バー、[タスク ウィンドウ]、[タスク モジュール] でタスクを確認できます。アイテムにカテゴリを設定すると、受信トレイでフラグ付きのアイテムを検索するのと同様に、カテゴリ設定されたアイテムを受信トレイで簡単に検索できます。また、カテゴリ設定したアイテムをカテゴリ検索フォルダで検索することもできます。この変更により、時間管理システムと統合でき、色に名前を付けることができます。
Excel COM アドインでのタイムスケール データの分析
説明: Excel COM アドインでのタイムスケール データの分析は 2007 Office system から削除されました。
変更理由: このアドインの代わりに、新しい [高度なデスクトップ レポート システム] が導入されています。このシステムでは、Excel と Visio を使用して Project のデータが解析されます。この変更により、レポート機能が強化されます。
移行パス: Office Project 2007 の [レポート] メニューから、新しい [高度なデスクトップ レポート システム] のレポート機能を使用できます。
XML レポート ウィザード COM アドイン
説明: XML レポート ウィザード COM アドインは Project 2007 から削除されました。
変更理由: このアドインの機能に代わって、新しい [高度なデスクトップ レポート システム] を使用できます。このシステムでは、Microsoft Office Excel 2007 と Microsoft Office Visio 2007 を使用して Office Project 2007 のデータが解析されます。この変更により、レポート機能が強化されます。
移行パス: Office Project 2007 の [レポート] メニューから、新しい [高度なデスクトップ レポート システム] のレポート機能を使用できます。
進捗レポート
説明: その他の進捗レポートおよびアーカイブ進捗レポート応答を削除する機能が廃止されました。ユーザーは、応答を削除する管理作業を管理者に要求する必要があります。
変更理由: 管理者は削除対象を細かく管理できます。
ユーザー定義フィールドを編集するための VBA メソッド
説明: ユーザーは、VBA または Project のオブジェクト モデルを使用してエンタープライズ ユーザー定義フィールドの定義を編集できません。旧バージョンの Project 用に作成されたマクロは機能しません。
変更理由: Office Project 2007 では、ユーザー定義フィールドと予定表についてサーバー側の管理がサポートされます。エンタープライズ ユーザー定義フィールドと予定表の変更を有効にする場合に、Project 2000 または Project 2003 を必要としません。
移行パス: PSI を呼び出すようにマクロを再作成する必要があります。 

Project Server 2007 の変更点
認証
説明: Project Server 認証に代わって、フォーム認証が導入されました。このため、フォーム仮想サーバーを設定する必要があります。ユーザーは、Project Server 認証のサーバーを独自に設定できません。
変更理由: この変更により、ユーザーは、Microsoft Office Project Server 2007 だけでなく、フォーム認証をサポートする任意のデータ ストアでの認証を使用できます。
移行パス: Project Server 認証を使用していた場合は、Office Project Server 2007 へのアップグレード時に移行されます。管理者は PJFormsAuthUpgrade ツールを使用して、ユーザーをメンバシップ ストアに追加できます。
Project バージョン
説明: Project バージョン コードの作成と、同じ名前のプロジェクトの複数バージョンを保存する機能は削除されました。
変更理由: この機能はあまり使用されていません。また、この変更に加えて、バージョン機能を使用できる他の方法が新しく導入されたため、アプリケーションの使用が簡単になりました。
Office Project Web Access: 使用許諾契約書 (EULA)

説明: 新しいバージョンでは、Office Project Web Access を最初に使用するときに、使用許諾契約書 (EULA) に同意する必要がありません。
Office Project Web Access: 複数言語ユーザー インターフェイス (MUI)

説明: Office Project Web Access の一部は実行時にプラグインできない可能性があります。
リソースの公開
説明: 選択したリソース グループの新規割り当てと変更した割り当てを公開する機能は削除されました。
変更理由: この機能はほとんど使用されず、あまり知られていません。この変更により、ユーザー インターフェイスが簡略化され、機能の複雑さが緩和されます。
復元
説明: Project Server データベースの復元コピーからプロジェクト レベルのデータを復元するコマンド ライン ツールは削除されました。
移行パス: バックアップと復元は、ユーザー インターフェイスと、新しいコマンド ライン ツール stsadm.exe で実行できます。stsadm.exe では、ユーザーインターフェイスを使用せずに自動化を実行できます。
サイト リンク
説明: Project ワークスペース内の "サイトへ移動する" リンクをサポートするコードは削除されました。
変更理由: アーキテクチャが変更され、この機能をサポートするときに、Web ページではルート サイトが使用されます。
移行パス: アップグレードすると SharePoint サイトの URL は削除されます。
タスクの更新
説明: Office Project Server 2007 のタスクを Microsoft Office Project 2007 へ更新する処理は、すべてクライアント/サーバー処理からサーバー側の処理に変更されます。Office Project Web Access を使用して、既に提出された実績作業時間に基づきプロジェクトの計画を更新できます。Project 2003 では、Project Server から Project Professional へ更新内容を取り出して、閲覧または修正した後、その更新内容を保存するかどうかを決定できます。Office Project 2007 では、Office Project Web Access で更新内容をプレビューできますが、Web クライアント プレビューでは、結果の確認に使用できるツールは、Project 2003 Professional のプレビューに比べて減っています。
変更理由: この変更はユーザーからのフィードバックに基づいています。フィードバックでは、サーバー上での処理のみでプロジェクトを更新できる機能が求められていました。この変更により、更新処理のパフォーマンスが大幅に向上します。また、更新処理を自動化するためのユーザー定義ビジネス プロセスを作成できます。
移行パス: 移行では、プロジェクトの計画を更新してから、データの移行処理を開始する必要があります。 

SharePoint Designer 2007 の変更点
デザインタイム コントロールのサポート
説明: デザインタイム コントロール (DTC) のサポートは製品から削除されました。ページに挿入されたデザインタイム コントロールは通常のマークアップと同様に処理されます。
変更理由: この機能はあまり使用されていません。
ホバー ボタン
説明: ホバー ボタンは Microsoft Office SharePoint Designer 2007 から削除されました。
変更理由: ホバー ボタンとインタラクティブ ボタンの混同を防止します。
Word のナビゲーション バー
説明: Microsoft Office Word 2007 のナビゲーション バーは使用できません。
変更理由: Office Word 2007 では、ドキュメントのナビゲーション バーはサポートされません。このため、Office SharePoint Designer 2007 でもこの機能は使用できません。この機能はあまり使用されていません。
[テーブル消去] ツール
説明: [テーブル] ツールバーの [テーブル消去] ツールは削除されました。
変更理由: Office SharePoint Designer 2007 には新しいテーブル ツールがあります。 

SharePoint Server 2007 の変更点
管理オブジェクト モデル
説明: 管理オブジェクト モデルは削除されました。
変更理由: 新しいオブジェクト モデルはより優れています。
移行パス: 開発者は新しいコードを作成する必要があります。
エリアと一覧
説明: オブジェクト モデル、ユーザー インターフェイスのほか、エリアと一覧のアーキテクチャが変更されました。エリアでは Microsoft Windows SharePoint Services (バージョン 3) の Web サイトのアーキテクチャが使用され、その結果、サイトの URL が変更されます。バケット Web サイトはアップグレード時に削除されます。クリーン インストールでは、Windows SharePoint Services バージョン 3 の新しい Web サイトと同様の名前のポータル Web サイトが作成されます。SharePoint Services 2.0 の一覧は Microsoft Office SharePoint Server 2007 にはなく、ページ上にリンクを表示する概要リンクと呼ばれる新しい機能があります。アップグレードでは、データと機能を維持するために一覧が Office SharePoint Server 2007 の一覧に移行され、ページのアイテムの表示には CBQ (content-by-query) Web パーツが使用されます。ただし、この機能はページ上でリンクを表示、並び替え、およびグループ化するための新しい機能であるため、アップグレードされたデータを手動で概要リンクへ移すことをお勧めします。
移行パス: アップグレード時に、エリアは自動的に Web サイトに移行され、バケット Web サイトの URL は削除されます。お気に入りおよびその他の外部に保存しているリンクを変更する必要があります。自動アップグレードにより、一覧は Office SharePoint Server 2007 の一覧および CBQ Web パーツに移行されます。データを手動で概要リンク機能に移動し、操作が簡単なページ内リンク編集の機能を使用することをお勧めします。この場合は、概要リンク Web パーツ、またはコントロールをページに追加し、その後、アップグレードされた一覧から概要リンク Web パーツへ手動でリンクをコピーする必要があります。
管理者ページのコントロール
説明: 管理者ページに配置されているコントロールは新しいコントロールに変更されました。
移行パス: ユーザーがカスタマイズした SharePoint Services 2.0 のページは継続して機能します。ただし、ページには新しいコントロールと古いコントロールが配置される場合があります。古いコントロールはページから削除できます。新しいコントロールは自動的に配置されます。
クロールのスケジュール
説明: 以前は、所有する一覧にクロールのスケジュールを作成して、管理できました。新しいバージョンでは、クロールのスケジュールはコンテンツ ソースと完全に連結されています。コンテンツ ソースとは無関係にクロールのスケジュールを定義することはできません。コンテンツのクロールを管理するページは削除されました。その代わりに、コンテンツ ソースのページでクロールのスケジュールを指定できます。
変更理由: 旧バージョンでは、コンテンツ ソースを作成した後で、他の場所にあるスケジュールにリンクする必要があるため、わかりにくくなっていました。この変更により、複雑さが解消されます。
ポータルのプロビジョニング
説明: プロビジョニング用のユーザー インターフェイスとオブジェクト モデルが変更されました。エリア作成ユーザー インターフェイスの代わりに WSS Web 作成ユーザー インターフェイスが導入されています。
移行パス: SharePoint Services 2.0 のプロビジョニングがカスタマイズされている場合でも、アップグレード後にコードは正常に機能します。ただし、WSS オブジェクト モデルを使用するようにコードを変更することをお勧めします。
クエリ オブジェクト モデル
説明: クエリ オブジェクト モデルは新しいオブジェクト モデルに変更されました。
変更理由: 新しいオブジェクト モデルはより優れています。
移行パス: 開発者は新しいコードを作成する必要があります。
検索: エリア警告
説明: エリア警告機能が削除されました。
移行パス: 代わりに、リスト警告を参照できます。SharePoint Services バージョン 2.0 と同じ操作感にするには、エリア内のすべての一覧を参照します。
検索: 自動伝達
説明: SharePoint Server 2003 では、クロールの完了後すぐにインデックスの伝達を実行するように設定できます。新しいバージョンではこのような設定をすることができません。新しい機能の継続的な伝達は、従来自動伝達を使用していたシナリオでの使用を目的としています。変更については、検索用の管理者ユーザー インターフェイスで確認できます。
変更理由: 継続的な伝達では、検索システム全体の機能が向上しています。従来自動伝達で処理されていたシナリオは、継続的な伝達で処理されます。継続的な伝達により、検索結果内のインデックス付きコンテンツをリアルタイムに使用する機能が大幅に向上します。
移行パス: アップグレードで、自動伝達は継続的な伝達に移行されます。
検索: 詳細リンク
説明: 旧バージョンでは、検索結果に詳細リンクが表示されます。このリンクを使用すると、プロパティの名前と値の組が表示されているページに移動できます。このためユーザーは作成者の名前を確認できます。新しいバージョンでは、このリンクとページは使用できません。
検索: MySite 警告
説明: 警告 Web パーツは MySite から削除されました。[警告の管理] は、MySite に送信されずに、サイト レベルで発生します。
検索: TIFF フィルタ
説明: 旧バージョンには、TIFF 形式のファイル用のフィルタがあります。フィルタを使用すると、TIFF ファイルはクロールされるときに OCR ソフトウェアでテキストに変換され、インデックスが付けられます。この機能は削除されました。
検索: Web パーツ
説明: 検索の Web パーツは推奨されません。この機能は、SharePoint Services バージョン 3.0 で使用できますが、今後のバージョンで削除される予定です。
変更理由: ユーザー インターフェイスが改良されました。
移行パス: 新しい Web パーツを使用します。
共有サービス
説明: SharePoint Server 2003 では、作成された各ポータルには固有のサービス セットが構成されます。サービスの価値は高いものの、多くのリソースが必要で、規模の拡張を考慮した場合は厳しい制限になります。このため、1 つのファームにあるすべてのポータルでサービスを共有できる機能が導入されました。その後、リモートの SharePoint Server 2003 ファームにあるすべてのポータルで親ファームのサービスを使用できるようにする機能が導入されました。どちらも効果がありましたが、制限が多く、共有サービス オプションを選択した場合は、影響を受けるファームのすべてのポータルを共有サービスに参加させる必要があります。また、一度共有サービスをオンにすると、オフにする方法はありません。2007 Microsoft Office system では、サービスを共有する機能は既定でオンにされています。機能には柔軟性があり、複数のサービス セットをファーム内およびファーム間で使用することができます。また、共有サービス セット間で簡単にポータルを移動できます。
変更理由: この変更により、規模の拡張性、パフォーマンス、ファームの使いやすさが向上します。SharePoint Server 2003 では、1 ファームにつき 15 ポータルまでに制限されていました。SharePoint Server 2007 では、1 つのハードウェア セット上ではるかに多くのサイトをホストできます。サービス レベルの管理は、Power Users グループのメンバに委任できます。SharePoint Server 2007 では、現在の状況を反映したシステムを構成できます。たとえば、組織変更や方針変更を反映して、共有サービス セット間で Web プログラムを移動できます。
移行パス: サーバーのアップグレードで自動的に移行されます。
トポロジの管理
説明: [トポロジの管理] ユーザー インターフェイスは新しい管理機能に変更されました。
変更理由: 4 つの製品が新しく Office Server に追加されたため、サーバー上のサービスを簡単に管理できる新しい方法が必要になりました。新しい機能を使用すると、すべての Office Server 製品のサービスとサーバーを同じ方法で管理できます。
Windows SharePoint Services バージョン 3 のセキュリティ モデル
説明: 新しいロールベースのセキュリティ モデルの使用を促進するために、従来のセキュリティ モデル オブジェクト (SPRole、SPList.PermissionsMask など) は古い形式としてマークされています。また、一覧レベルのアクセス権を管理する新しいユーザー インターフェイスが導入されています。コードで古い形式のオブジェクトを使用すると警告が表示されます。
変更理由: この変更により、拡張性の高いセキュリティが実現し、Web、一覧、フォルダ、およびアイテムのすべての領域で一貫性の向上したロールベースのセキュリティ モデルを使用できます。
移行パス: カスタム コードは再作成する必要があります。Windows SharePoint Services バージョン 3 では、アップグレード時に既存のセキュリティ設定が移行されます。古いコードをコンパイルしようとするとエラー メッセージが生成されます。
Visio 2007 の変更点
NetMeeting とファイル検索のエントリ ポイント
説明: NetMeeting とファイル検索のエントリ ポイントは削除されました。
変更理由: この 2 つの機能の代わりに LiveMeeting および Office 検索が導入されています。
メニューの変更
説明: Visio 2007 ではメニューの一部が変更され、いくつかのコマンドのエントリ ポイントが削除されました。
· 図形 RMA から [表示] サブメニューが削除されました。 

· 図形 RMA から [図形] サブメニューが削除されました。 

· [書式] メニューの [特殊] は開発モード以外では非表示になりました。 

· [カスタム プロパティ セット] が [ツール] メニューから削除されました。 

変更理由: この変更により、ユーザー インターフェイスが簡略化され、重要な機能を簡単に使用できます。
移行パス: RMA を介してアクセスする項目はトップレベル メニューから使用できます。メニューで非表示になっている項目は、開発モードを有効にすると使用できます。コマンドでは、別のエントリ ポイントを選択する必要があります。
組織図のテーマ
説明: [組織図のテーマ] 機能は削除されました。[組織図オプション] ダイアログ ボックスの [組織図のテーマ] ボックス ([オプション] - [組織図] - [オプション] タブ) は表示されません。このボックスの [クラシック] オプションと [コンテンポラリ] オプションも表示されません。この機能に代わって [製品全体のテーマ] 機能が導入されています。[製品全体のテーマ] 機能は [書式] メニューにあります。
変更理由: 新しいテーマ機能では豊富な機能を使用できます。
移行パス: [書式] をポイントして [テーマ] をクリックするか、[テーマ] ツールバー アイコンをクリックすると、新しいテーマ作業ウィンドウが表示されます。
[スタイル] ユーザー インターフェイス
説明: Microsoft Office Visio 2007 の既定では、[スタイル] ユーザー インターフェイスは表示されません。変更点は次のとおりです。
· [スタイル] および [スタイルの定義] は開発モードのときのみ [書式] メニューに表示されます。開発モードは、[ツール] - [オプション] - [詳細設定] タブで設定できます。 

· [図形の書式設定] ツールバーの [線のスタイル] ボタンと [塗りつぶしのスタイル] ボタンは非表示に設定されているため、既定では 2 つのボタンはツールバーには表示されません。 

· [テキストの書式設定] ツールバーの [テキストのスタイル] ボタンは非表示に設定されているため、既定では有効になっていません。以前と同じように、[ドローイング エクスプローラ] ウィンドウの [スタイル] は使用できます。 

変更理由: [書式] メニューの [スタイル] の項目と新しいテーマ機能は区別が付きにくいと判断されました。スタイル機能はあまり使用されておらず、ほとんどのユーザーはわかりにくいと考えています。通常、テーマ機能はスタイル機能の代わりとして使用できますが、図形の開発者は、必要に応じて従来のスタイル機能を使用できます。
移行パス: 従来のスタイル機能を使用するには、次の方法で行います。[ツール] - [オプション] -[詳細設定] タブで開発モードをオンにすると、以前のように [書式] メニューの [スタイル] を使用できます。[ドローイング エクスプローラ] でスタイルを使用することもできます。また、[図形の書式設定] ツールバーと [テキストの書式設定] ツールバーに [スタイル] ボタンを追加することもできます。
VISIO SDK: Visual Studio 6.0 ウィザードとマネージ コード チュートリアル
説明: Visual Studio 6.0 ウィザードとマネージ コード チュートリアルは Visio SDK から削除されました。
変更理由: 現在は .NET テクノロジが重視されています。
移行パス: 以前のウィザードとチュートリアルを使用する場合は、新旧の Visio SDK をダウンロードできます。 

Word 2007 の変更点
東ヨーロッパ フォント アドイン
説明: 東ヨーロッパ フォント修正アドインは削除されました。2007 Microsoft Office system では、このアドインはダウンロードでのみ使用できます。
変更理由: このアドインは必要なくなりました。5 年以上、コード ページ依存はありませんでした。このアドインは、非常に古いシステムで作成された非常に古いファイル (フォントのマッピングの問題があるファイル) に対してのみ有用です。
移行パス: 必要に応じて、Microsoft ダウンロード センターからユーティリティをダウンロードします。
フォントのアニメーション
説明: [アニメーション] ダイアログ ボックスは削除されました。
変更理由: このダイアログ ボックスで利用できた機能は、現在のサイト デザインでは有用ではありません。
移行パス: この機能は使用できません。[書式の削除] オプションなどの方法で、文字列の書式設定を解除できます。
結合可能なアドレス帳
説明: Word 2007 では、結合可能なアドレス帳が削除されました。
変更理由: この機能はあまり使用されていません。
移行パス: Word 2003 の 結合可能なアドレス帳は従来どおり Office Online で使用できます。
[Web ページとして保存] オプション
説明: [ファイル] の [Web ページとして保存] オプションは削除されました。Web ページとしての保存は、新しい [ファイル] メニューの [名前を付けて保存] で実行します。
変更理由: 新しい [名前を付けて保存] ダイアログ ボックスを使用すると、一貫性のある方法でこの機能を使用できます。
移行パス: [ファイル] メニューの [名前を付けて保存] をポイントし、オプションから [Web ページ] をクリックします。
サード パーティの OCX コントロール
説明: サード パーティのツールは [Web ツール] ツールバーから削除されました。[Web ツール] ツールバーを使用して、ビデオ、サウンド、またはスクロール文字 (マーキー) を挿入できません。
変更理由: これらの 3 つのコントロールは、セキュリティの更新により無効にされました。 

国別設定リファレンス
2007 Office system の言語識別子

すべて表示


すべて非表示

2007 Microsoft Office system は多くの言語で提供されます。国別設定では、1 回のインストール作業で複数の言語バージョンの Office を展開できます。セットアップでは、言語に依存しないコア製品 (1 つのパッケージ (MSI ファイル) にグループ化された Office 製品用の言語に依存しないコンポーネントです。セットアップではコア製品と 1 つ以上の言語固有パッケージが組み合わされ、完全に機能する製品としてインストールされます) と 1 つ以上の言語固有パッケージが組み合わされ、完全な製品になります。コア製品はどのような場合でも必要であることに注意してください。言語固有のパッケージ単体では展開できません。
ソース メディア上では、言語固有のパッケージは異なるフォルダに格納されています。各フォルダの名前には言語タグが ll-cc の形式で付けられています。このタグにより言語とカルチャが識別されます。たとえば、米国英語のフォルダはタグ en-us で識別されます。この言語タグを利用して、ネットワーク インストール ポイントにコピーする必要があるフォルダを特定できます。
注 完全にローカライズされたバージョンの Office 2007 システム製品に含まれる言語フォルダは、特定の言語の言語パッケージ (ある言語のすべての Office 製品で使用される言語固有コンポーネントをすべて集めたパッケージです。少なくとも 1 つの Office 製品を最初にインストールしないとインストールできません) に含まれる言語フォルダと同じです。たとえば、アラビア語バージョンの Microsoft Office Professional 2007、アラビア語バージョンの Microsoft Office Outlook 2007、およびアラビア語の単体言語パック (SLP) で、同じ Outlook.ar-sa フォルダが使用されます。
言語識別子
2007 Office リリースでは、次の表に示すすべての言語でローカライズされたバージョンが提供されます。言語固有のコンポーネントのフォルダは表に示されている言語タグで識別されます。Windows オペレーティング システムでは、Windows レジストリで言語を識別するときにロケール識別子 (LCID) を使用します。 

注 次の一覧の完全にローカライズされている言語に加え、Office では言語インターフェイス パッケージ (LIP) が提供されます。LIP には言語固有のコンポーネントのサブセットが含まれ、論理上の親言語と共にインストールされるように設計されています。LIP 言語のローカライズされていない要素は親言語で表示されます。 

	言語
	国、地域、カルチャ
	言語タグ (ll-cc)
	LCID

	アラビア語
	サウジアラビア
	ar-sa
	1025

	ブルガリア語
	ブルガリア
	bg-bg
	1026

	簡体字中国語
	中華人民共和国
	zh-cn
	2052

	中国語
	香港
	zh-hk
	3076

	中国語
	台湾
	zh-tw
	1028

	クロアチア語
	クロアチア
	hr-hr
	1050

	チェコ語
	チェコ共和国
	cs-cz
	1029

	デンマーク語
	デンマーク
	da-dk
	1030

	オランダ語
	オランダ
	nl-nl
	1043

	英語
	米国
	en-us
	1033

	エストニア語 
	エストニア
	et-ee
	1061

	フィンランド語
	フィンランド
	fi-fi
	1035

	フランス語
	フランス
	fr-fr
	1036

	ドイツ語
	ドイツ
	de-de
	1031

	ギリシャ語
	ギリシャ
	el-gr
	1032

	ヘブライ語
	イスラエル
	he-il
	1037

	ヒンディー語
	インド
	hi-in
	1081

	ハンガリー語
	ハンガリー
	hu-hu
	1038

	イタリア語
	イタリア
	it-it
	1040

	日本語
	日本
	ja-jp
	1041

	韓国語
	韓国
	ko-kr
	1042

	ラトビア語
	ラトビア
	lv-lv
	1062

	リトアニア語
	リトアニア
	lt-lt
	1063

	ノルウェー語 (ブークモール)
	ノルウェー
	nb-no
	1044

	ポーランド語
	ポーランド
	pl-pl
	1045

	ポルトガル語
	ブラジル
	pt-br
	1046

	ポルトガル語
	ポルトガル
	pt-pt
	2070

	ルーマニア語
	ルーマニア
	ro-ro
	1048

	ロシア語
	ロシア
	ru-ru
	1049

	セルビア語 (ラテン)
	セルビア
	sr-sp-latn
	2074

	スロバキア語
	スロバキア
	sk-sk
	1051

	スロベニア語
	スロベニア
	sl-si
	1060

	スペイン語
	スペイン
	es-es
	3082

	スウェーデン語
	スウェーデン
	sv-se
	1053

	タイ語
	タイ
	th-th
	1054

	トルコ語
	トルコ
	tr-tr
	1055

	ウクライナ語
	ウクライナ語
	uk-ua
	1058


関連リンク
多言語リソースの詳細については、「2007 Office system の簡素化された多言語設計」を参照してください。
多言語での Office の展開手順については、「複数言語の 2007 Office system を展開する」を参照してください。
このドキュメントは、製品の製造開始以前に作成されているため、本ドキュメントに含まれるすべての詳細と出荷される製品との完全な一致を保証するものではありません。また、参照先やリンク先情報が含まれていない場合があります。このドキュメントに記載されている情報は、このドキュメントの発行時点におけるマイクロソフトの見解を反映したものです。マイクロソフトは市場の変化に対応する必要があるため、このドキュメントの内容に関する責任をマイクロソフトは問われないものとします。また、発行日以降に発表される情報の正確性を保証できません。ここに記されている情報は、ドキュメントの発行時点における製品の概要であり、計画目的のみでの利用を意図しています。情報は予告なしに変更される場合があります。
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